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日本におけるバウムテストの文献一覧（1958-2009 年） 

 
 
 
佐渡忠洋*1・坂本佳織*2・岸本寛史*3・伊藤宗親*4 

 

本稿は，わが国で報告されたバウムテストの文献一覧である．記載したのは 1958 年から 2009 年までに

報告された論文 696 本，専門書籍 19 冊，科学研究費補助金に採択された研究 19 本である．これらの情報は，

先行研究の参照に役立つであろうし，バウムテストを用いるすべての者に寄与するであろう． 
 

〈キーワード〉 バウムテスト，樹木画テスト，日本の文献 
 

Ⅰ はじめに 

 

本稿で示すのは，わが国のバウムテストの文献一覧で

ある．これまで，バウムテストの文献情報は僅かに報告

されているが，その情報量は限られていた．したがって

本稿は，先行研究を参照する上で有用であり，バウムテ

ストの学習者，研究者，そして臨床家に寄与すると考え

られる． 

一覧に記載した文献は，バウムテストを調査で用いて

いるものから，バウムテストに僅かに言及しているもの

までを含んでおり，邦文献はほぼ網羅したと考えている．

しかし，事例報告や紀要・報告書等に掲載されている文

献で，把握できていないものもあるかもしれない．今後

もより完全な形の一覧を目指しているため，本稿を利用

する方からご指摘を頂ければ幸甚である． 

 

Ⅱ 作成方法 

 

2009 年 5 月 1 日に NII 論文検索ナビゲータ（http:// 

ci.nii.ac.jp/ ） と 医 学 中 央 雑 誌 刊 行 会 （ http:/ 

/login.jamas.or.jp/）のデーターベースを用いて「バウム」

「樹木画」のワードで検索し，該当した論文をすべて収

集した．さらに，それらにバウムテストに関する記述が

あるかを吟味した．新規に論文が加えられることを考慮

し，2009 年 12 月 31 日までデーターベースによる検索

を続けつつ，該当論文の引用文献を精査して新たな文献

が発見されなくなるまで収集した．その後，『バウム・

テストの事例解釈法』（Koch ら，1980）にある 56 本の

事例と 100 本のコメント，さらに抄録や会議録，HTP

に関する論文（樹木画のみの検討は残す）を除外した結

果，696 本の論文が収集された． 

論文は発表年に分け，著者名・題目・雑誌名・巻（号）・

頁の順で記載した．その際，雑誌の号数でどうしても確

認し得なかったものは，当該個所に「？」と記した．さ

らに，各論文の著者名や題目名は論文冒頭の記述に忠実

に従ったため，著者たちの表現はそのまま本稿に反映さ

れていることをご理解いただきたい．また，バウムテス

トに関する専門書籍（19 冊）と科学研究費補助金に採択

された研究（19 本）は，論文とは分け，末尾に記した． 

 

Ⅲ 一覧表 

 

≪論文≫ 

◆1958 
深田尚彦：幼児の樹木描画の発達的研究．心理学研究，

28（5），286-288． 
◆1959 
深田尚彦：学童の樹木描画の発達的研究．心理学研究，

30（2），107-111． 
◆1962 
国吉政一・小池清廉・津田舜甫・篠原大典：バウムテス

ト（Koch）の研究（1）―発達段階における児童（正

常児と精薄児）の樹木画の変遷．児童精神医学とその

岐阜大学カリキュラム開発研究 
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*1 岐阜大学保健管理センター       *2 社団法人岐阜病院  
*3 京都大学附属病院           *4 岐阜大学総合情報メディアセンター 
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近接領域，3（4），47-56． 
◆1964 
木村隆夫・今井利栄：精薄児の Baum test 成績について．

小児の精神と神経，4（4），46-50． 
◆1965 
一谷彊：人格の因子分析的・実験的並びに臨床的研究―

Rosenzweig P-F Study とその人格理論を中心として

(一恐喝犯罪者の臨床的事例研究)．京都教育大学教育

研究所所報，11，87-101． 
◆1966 
藤岡喜愛：狩猟採集民ワティンディガのパーソナリティ

ー ―パーソナリティーの進化序論．人文学報，22，
1-66． 

辻悟：バウム・テスト．井村恒郎・懸田克躬・島崎敏樹・

村上仁（責任編集）：異常心理学講座第二巻，心理テス

ト．みすず書房．pp．417-436． 
◆1967 
小澤勲・加藤典子・高木隆郎：難聴児のパーソナリティ

について．児童精神医学とその近接領域，8（4），
342-351． 

◆1968 
一谷彊・林勝造・津田浩一：樹木画テストの研究―Koch
の Baumtest における発達的検討．京都教育大学紀要

Ser．A，33，47-68． 
名倉啓太郎・大塚君子・福田美智子・沢井晴美・細見房

子：児童における樹木画の発達と性格検査としての信

頼性と妥当性について．大阪樟蔭女子大学児童学研究，

4，59-76． 
◆1969 
川村直次：小学校における樹木テストによる診断事例．

教育心理ジャーナル，5（？），11-13． 
小野智康：樹木画テストと不安傾向テスト研究―児童の

変容をとおして．教育心理ジャーナル，5（8），7-9． 
斎藤通明・大和田健夫：バウムテストの研究（第 1 報）

―精神分裂病の場合．松仁会誌，8，83-92． 
◆1970 
藤岡喜愛：ロールシャハ・テストによるパーソナリティ

ーの調査―サン・リエ村の場合．京都大学人文科学研

究所調査報告，25，1-87． 
国吉政一：補遺―日本におけるバウム・テストの研究．

Koch，K．（著）林勝造・国吉政一・一谷彊（訳）：バ

ウム・テスト―樹木画による人格診断法．日本文化科

学社．pp．110-150． 
山中康裕・中井幹：学童の精神医学的追跡調査と学校内

力動―Baumtest（Koch）および人物画テストを中心

に（心理編・第 1 報）．名古屋市立大学医学会雑誌，

21（1），70-83． 
山野保・武田正己・橋野廸夫・大池千尋・藤原謙三・阿

部淳子：Baum Test の研究．調研紀要（最高裁判所家

庭裁判所調査官研修所），17，57-81． 
◆1971 
藤岡喜愛・吉川公雄：人類学的に見た，バウムによるイ

メージの表現．季刊人類学，2（3），3-28． 
岩川淳・中野とも子：バウム・テスト（Koch）に関する

研究―自己評定法（日本版モーズレイ性格検査）との

対応性について．信愛紀要（和歌山信愛女子短期大学），

12，26-53． 
斎藤通明・大和田健夫：バウムテストの研究（第 2 報）

―うつ状態の場合．松仁会誌，10，29-37． 
◆1972 
村瀬孝雄：ある青年期症例の縦断的考察―精神分裂病様

反応を呈した一青年の青年前期人格形成過程．精神衛

生研究，21，103-123． 
◆1973 
朝野浩：精神薄弱児の描画の発達．林勝造・一谷彊（編

著）：バウム・テストの臨床的研究．日本文化科学社．

pp．119-162． 
林勝造：バウムテスト．小嶋謙四郎・秋山誠一郎・空井

健三（編）：小児の臨床心理検査法．医学書院．pp．
222-240． 

林勝造：空間象徴論考．林勝造・一谷彊（編著）：バウ

ム・テストの臨床的研究．日本文化科学社．pp．198-208． 
一谷彊・津田浩一・西尾博・岡村憲一：場面緘黙症児に

みられる特徴．林勝造・一谷彊（編著）：バウム・テス

トの臨床的研究．日本文化科学社．pp．102-118． 
一谷彊・津田浩一・西尾博・岡村憲一：場面緘黙症の研

究（Ⅱ）―バウムテストおよび P-F スタディにみられ

る特徴と予後との関係．京都教育大学紀要 Ser．A，

42，29-52． 
熊崎俊英・松本一明・鈴木克昌・山中康裕：先天性心疾

患患者の手術前後における心理学的変化．胸部外科，

29（9），662-666．山中康裕（著）岸本寛史（編）：山

中康裕著作集 5―たましいの形（芸術・表現療法 1），
所収． 

村瀬孝雄・村瀬嘉代子：事例研究による平均的青年の人

格発達過程．精神衛生研究，22，11-25． 
斉藤通明：陳旧性分裂病・うつ状態にみられる特徴．林

勝造・一谷彊（編著）：バウム・テストの臨床的研究．

日本文化科学社．pp．69-101． 
武田由美子：樹木画の発達段階について―実例からみた
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錯画期・図式期・写実期の現われ方．林勝造・一谷彊

（編著）：バウム・テストの臨床的研究．日本文化科学

社．pp．56-68． 
津田浩一：樹木画の発達指標の量的検討．林勝造・一谷

彊（編著）：バウム・テストの臨床的研究．日本文化科

学社．pp．27-55． 
山中康裕：双生児による基礎的研究．林勝造・一谷彊（編

著）：バウム・テストの臨床的研究．日本文化科学社．

pp．1-26．山中康裕（著）岸本寛史（編）：山中康裕

著作集 5―たましいの形（芸術・表現療法 1），所収． 
山野保：変形した樹木画描写の心理．林勝造・一谷彊（編

著）：バウム・テストの臨床的研究．日本文化科学社．

pp．163-197． 
◆1974 
一谷彊：バウムテスト．内山喜久雄（監修）：児童臨床

心理学事典．岩崎学術出版社．pp．561-562． 
一谷彊：バウムテストについて（Ⅰ）．心理測定ジャー

ナル，10（8），5-12． 
一谷彊：バウムテストについて（Ⅱ）．心理測定ジャー

ナル，10（9），6-10． 
一谷彊：バウムテストについて（Ⅲ）．心理測定ジャー

ナル，10（10），4-10． 
一谷彊：バウムテストについて（Ⅳ）．心理測定ジャー

ナル，10（11），6-11． 
一谷彊：バウムテストについて（Ⅴ）．心理測定ジャー

ナル，10（12），6-11． 
中尾舜一・吉川公雄：バウムテストの人間生態学的研究

1―医学部進学課程学生の調査から．久留米大学論叢，

23（2），89-129． 
◆1975 
後藤佳珠：臨床場面に適用した“Baum Test”（Ⅰ）―

新しい技法“Baum-C”“Baum-S”を加えて．芸術療

法，6，53-59． 
一谷彊・津田浩一・林勝造：S-D 法によるバウムテスト

の因子的検討―診断のための探索的試み．京都教育大

学紀要 Ser．A，47，1-16． 
一谷彊・津田浩一・西尾博・岡村憲一：投影法での反応

と養育環境との関係についての比較研究―バウムテス

トと P-F スタディを中心に．京都教育大学紀要 Ser．
A，46，23-46． 

石井知行・細田ゆかり：うつ状態における病像の変遷と

樹木画テストの関連について．広島医学，28（1），45-48． 
宮崎忠男・筒井健雄：精神分裂病者におけるロールシャ

ッハ・テストとバウム・テストとの関係．ロールシャ

ッハ研究，ⅩⅦ，25-40． 

中尾舜一・吉川公雄：バウムテストの人間生態学的研究

―医学部進学課程学生の調査から（承前）．久留米大学

論叢，24（1），41-63． 
◆1976 
青木健次：描画法の再検査信頼性―バウム・テストを使

って．心理測定ジャーナル，12（8），11-16． 
別宮哲・青木健次：投影諸技法の危機と今後の課題．ロ

ールシャッハ研究，ⅩⅧ，121-138． 
藤原豪・中根晃・竹田比奈子・中川四郎・小倉清・佐々

木正美・河合洋：心因性視力障害の 3 例．児童精神医

学とその近接領域，17（3），165-180． 
一谷彊：バウムテスト．伊藤隆二・松原達哉（編著）：

心理テスト法入門―基礎知識と技術習得のために．日

本文化科学社．pp．70-72． 
宮崎忠男・筒井健雄・小林純子・望月秋一・伊藤武・上

島求：心因反応の一患者におけるバウム・テストとロ

ールシャッハ・テストとの関係．ロールシャッハ研究，

ⅩⅧ，103-120． 
斎藤通明：精神分裂病者のバウム・テスト．心理測定ジ

ャーナル，12（8），11-16． 
菅佐和子：バウム・テストとロールシャッハ・テストに

よる自己像の検討．心理測定ジャーナル，12（5），19-23． 
津田浩一：バウムテストの教示効果について．心理測定

ジャーナル，12（3），5-10． 
山本廣子・武田由美子：幼児期におけるバウム・テスト

の教示語の理解度．心理測定ジャーナル，12（7），11-14． 
山中康裕：精神分裂病におけるバウム・テストの研究．

心理測定ジャーナル，12（4），18-23．山中康裕（著）

岸本寛史（編）：山中康裕著作集 5―たましいの形（芸

術・表現療法 1），所収． 
山野保・山野貴司：バウム・テストによる精神分裂病者

の治療過程の研究．心理測定ジャーナル，12（5），7-14． 
◆1977 
青木健次：バウム・テストにおけるバウム・イメージの

多様性を測る．心理測定ジャーナル，13（1），19-23． 
林勝造：「身体イメージ」と描画―人物画と樹木画を中

心として．教育と医学，25（6），506-513． 
村瀬孝雄：三郎の青年期―成人式を迎えるまでの人格形

成過程．精神衛生研究，24，109-133． 
中村美和子：バウム・テストに見られたT子の発達過程．

心理測定ジャーナル，17（12），2-6． 
齊藤通明：バウム・テストの研究（第 3 報）―慢性血液

透析患者（初期）の場合．松仁会誌，16，29-38． 
仙田善孝：バウム・テストの診断上の問題点について．

心理測定ジャーナル，13（5），21-22． 
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津田浩一・藤田恵子：大阪市における性非行児童に関す

るリサーチ―その態様・発生機制・処遇のあり方につ

いて．犯罪と非行，32，124-162． 
◆1978 
林勝造：描画法．懸田克躬・大熊輝雄・島薗安雄・高橋

良・保崎秀夫（編集代表）：現代精神医学体系第 4 巻

A2．中山書店．pp．3-38．一谷彊・林勝造・国吉政一

（編著）：バウムテストの基礎的研究，所収． 
一谷彊・津田浩一・西尾博・岡村憲一：P-F 反応パター

ンと Baumtest での樹木画パターンとの関係．京都教

育大学紀要 Ser．A，53，9-22． 
岩城操・吉川公雄：現代の青年期女性にみられるイメー

ジ形成の特徴―バウムテストによる人間生態學的研究

3．京都女子大学自然科学論叢，10・11，1-87． 
宮崎栄一・下奥仁・松永一郎・木下功・波多野礼子：心

因性視野狭窄について．眼科臨床医報，72（5），660-665． 
中尾舜一・吉川公雄：幼稚園児のイメージ形成の分化―

バウムテストによる人間生態学的研究 4．久留米大学

論叢，27（1），53-86． 
佐藤清公：バウム・テストにみられる老年者の特徴．浴

風会調査研究紀要，62，71-76． 
佐藤正保・青木健次・三好暁光：大学生に集団的に実施

したバウムテストの量的分析の試み（第 1 報）．臨床

精神医学，7（2），207-219． 
高見良子・中田義朗：バウムテスト（樹木画による人格

診断法）の基礎的研究（1）―教示を変えた場合の発

達指標の量的検討（予備調査）．西宮市立教育研究所紀

要，180，33-41． 
山田麻有美：バウム・テストに関する研究―印象評定を

基にして．心理測定ジャーナル，14（12），3-6． 
吉川公雄：BAUMTEST―ボルネオにおける研究．加藤

泰安・中尾佐助・梅棹忠夫（編）：社会 文化 人類学―

今西錦司博士古稀記念論文集．中央公論社．pp．
335-396． 

吉川公雄：バウムテストにみる女子大生の性意識と性行

動―ペッティングとコイタスについて．現代性教育研

究，30，87-102． 
◆1979 
青木健次：投影描画法研究の動向．京都大学教育学部紀

要，25，209-222． 
萩尾藤江・川野通夫・粂沢二三子・一色信彦：長期間言

語訓練を受けた学童口蓋裂児の言語障害と発達上の諸

問題．聴覚言語障害，8（2），67-77． 
一谷彊・横山基弘：樹木画の全体印象と高校生の不適応

行動との関係―バウムテストを中心に．京都教育大学

紀要 Ser．A，55，1-22． 
一谷彊・横山基弘：高校生徒の体育学習（実技）での行

動特徴とバウムテストでの樹木画描出パターンとの関

係―教育実践における心理検査の利用への一提言．京

都教育大学教育研究所所報，25，211-222． 
三好暁光・青木健次・佐藤正保：バウム・テストの臨床

的研究（第 2 報）―主として自己の意識の病態（Henri 
Ey）を示した大学生のバウム・テスト．臨床精神医学，

8（9），1087-1096． 
中尾舜一・吉川公雄：子供のイメージ形成に及ぼす自然

環境の影響―バウムテストによる人間生態学的研究 6．
久留米大学論叢，28（2），109-123． 

中尾舜一・吉川公雄：幼稚園児のイメージ形成の成長―

バウムテストによる人間生態学的研究 5．久留米大学

論叢，28（1），21-45． 
錦織壮・三好暁光：ある歯科単科大学における精神・心

理問題学生の早期発見，早期治療の試み．京都大学学

生懇話室紀要，9，40-47． 
小椋たみ子・井原千歳：ハンディキャップをもった子ど

もの身体イメージの特性―肢体不自由児，病弱児，聴

覚障害児の人物画と樹木画を通して．島根大学教育学

部紀要（人文社会科学），13，21-41． 
佐藤清公：バウム・テストにみられる老年者の特徴．心

理測定ジャーナル，14（2），9-12． 
谷口幸一：パーソナリティに関する一発達的研究―高年

者のバウム・テストの分析および知的・情緒的変数と

の関連について．社会老年学，11，32-48． 
津田浩一：心理検査する側の期待と不安―児童相談所心

理判定員として思うこと．少年補導，24（5），40-46． 
津田浩一・宇佐晋一・西尾博・長尾正男：神経症とバウ

ムテスト―森田療法の治療過程の検討．心理測定ジャ

ーナル，15（11），3-10． 
横山基弘・一谷彊：高等学校における生徒指導とバウ

ム・テスト．心理測定ジャーナル，15（12），9-14． 
吉川公雄・緒方正美・竹林淳・前川彦右衛門・林宏輔・

鎌谷正博・田中耕一：バウムテストによる疾病の臨床

生態学的研究．大阪府医師会医学雑誌，12，195-228． 
◆1980 
青木健次：バウムテストの臨床的活用―新実施方法によ

る新たな知見を加えて．京都大学学生懇話室紀要，10，
59-81． 

青木健次：描画法における全体的印象について．京都大

学教育学部紀要，26，129-140． 
青木健次：投影描画法の基礎的研究（第 1 報）―再検査

信頼性．心理学研究，51（1），9-17． 
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青木健次・北村李軒・三好暁光・佐藤正保：バウムテス

トの臨床的研究（第 3 報）―武道部学生のバウムテス

トと大学生の予防精神医学．臨床精神医学，9（7），
623-631． 

岩井寛・金盛浦子・渡辺勉・藤田雅子・田久保栄治・鳶

政和：幼児・児童の発達過程に関する「樹の描画」の

検討．芸術療法，11，25-37． 
岩城操・吉川公雄：現代の青年期男性にみられるイメー

ジ形成の特徴―バウムテストによる人間生態学的研究

7．京都女子大学自然科学論叢，12，37-74． 
国吉政一・林勝造・一谷彊・津田浩一・斎藤通明：バウ

ム・テスト整理表．日本文化科学社． 
中尾舜一・吉川公雄：医学部進学課程学生における 7 年

間隔にみられるイメージ形成の変動―バウムテストに

よる人間生態学的研究 8．久留米大学論叢，29（2），
99-132． 

仙田善孝：バウム・テストの信頼性に関する研究―全体

的印象について．教育心理，28，69-72． 
仙田善孝：バウム・テストの信頼性―幼児を対象として．

心理測定ジャーナル，16（？），14-20． 
曽我昌祺・島田修・市丸精一：バウムテストにおける類

型的アプローチの実際的妥当性について―MPT，

MAS，CAS，YG 性格検査を測度として．住友病院医

学雑誌，7，35-45． 
津田浩一：「バウム・テスト整理表」の紹介（Ⅰ）．心理

測定ジャーナル，16（9），17-22． 
津田浩一：「バウム・テスト整理表」の紹介（Ⅱ）．心理

測定ジャーナル，16（10），2-8． 
◆1981 
青木健次：全体的印象からバウムテストを診る．心理測

定ジャーナル，17（8），2-7． 
一谷彊・横山基弘：高校生のバウムテストにみられる空

間領域の利用について―生徒理解と指導のための補助

手段として．京都教育大学教育研究所所報，27，
313-319． 

松原達哉・江田遵子・荒川優子・細谷和恵・内田賢子：

全国児童相談所における心理検査の利用の実態と問題．

心理測定ジャーナル，17（4），9-13． 
松原達哉・江田遵子・荒川優子・細谷和恵・内田賢子：

全国児童相談所における心理検査の利用の実態と問題

（2）．心理測定ジャーナル，17（5），19-24． 
三好暁光・青木健次・佐藤正保：バウムテストの臨床的

研究（第 4 報）―主として意識野の病態（Henri Ey）
を示した大学生のバウムテスト．臨床精神医学，10（4），
467-476． 

三好暁光・佐藤正保・青木健次・井上亮：大学生の精神

病・神経症に関する臨床的・精神病理学的研究―バウ

ム・テストによる研究（1～4 報）の総括と非病理的神

経症（アンリ・エー）．臨床精神医学，10（10），
1251-1259． 

中尾舜一・吉川公雄・岩城操：イメージ形成の地域特性

1―大阪と九州における大学商学部男子学生の相違

（バウムテストによる人間生態学的研究 9）．久留米大

学論叢，30（1），67-92． 
西川満：バウムテストよりみた中学生の非行と登校拒否．

心理測定ジャーナル，17（12），2-6． 
谷口幸一・丸山晋・斎藤和子・大塚俊男：樹木画法によ

る老年者の描画イメージに関する研究―健康者と精神

分裂病者の比較．老年社会科学，3，179-197． 
津田浩一・奥紀子・山口俊朗：心理治療過程とバウムテ

ストの関係―情短施設での収容治療例を通して．児童

精神医学とその近接領域，22（4），282-297． 
津田忠雄・森脇勤：樹木画をもちいてのスポーツ選手の

臨床心理学的研究Ⅰ―“樹木”の表現パターンの類型

化について．スポーツ心理学研究，8（1），10-20． 
山下真理子：バウムテストにおける発達の研究．心理測

定ジャーナル，17（11），2-6． 
◆1982 
青木健次：投影描画法の基礎的研究（第 2 報）―態度統

制実験．京都大学学生懇話室紀要，12，55-74． 
青木健次・河合逸雄：覚醒型てんかんと睡眠型てんかん

―ロールシャッハ・テストによる心理学的研究．ロー

ルシャッハ研究，ⅩⅩⅣ，101-117． 
一谷彊・津田浩一：『バウム・テスト整理表』の作製と

その具体的利用．京都教育大学紀要 Ser．A，61，1-22． 
一谷彊・津田浩一：登校拒否を呈する女子高校生につい

て―作文とバウムテストからの教育臨床的理解．京都

教育大学教育研究所所報，28，249-262． 
岩城操・中尾舜一・吉川公雄：イメージ形成の地域特性

2―北海道礼文島の小学生にみられる北方系の優位性

について（バウムテストによる人間生態学的研究 10）．
京都女子大学自然科学論叢，14，21-52． 

小林敏子・山下真理子：老年期における心理状況につい

て―バウムテストによる検討よる検討より（老人性精

神障害に関する研究その 2）．大阪市弘済院附属病院研

究報告，昭和 57 年度調査，1-33． 
中島ナオミ・塚口明・松本和雄・家常知子：幼児のバウ

ムテスト―樹型分類を中心にして．大阪府立公衆衛生

研究所研究報告（精神衛生編），20，29-41． 
中尾舜一・岩城操・吉川公雄：イメージ形成の地域特性
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3―奄美大島の小学生にみられる南方系の優位性につ

いて（バウムテストによる人間生態学的研究 11）．久

留米大学論叢，31（1），57-87． 
中田義朗：バウムテストの基礎的研究（Ⅱ）．西宮市立

教育研究所紀要，214，36-47． 
齋藤通明・松永一郎：バウム・テストにみられる標準練

習過程での心理的変化について．自律訓練研究，4（1），
35-43． 

高沢直之・樫出直木・布施正俊・青山良子："バウム・テ

スト"を取り入れての生活指導―1 ケースの追跡報告．

昭和 56 年度厚生省神経疾患研究委託費―筋ジストロ

フィー症の療護に関する総合的研究，研究成果報告書，

94-96． 
竹島洋一：バウムテストによる精神遅滞児の発達指標に

関する研究―普通児との比較．心理測定ジャーナル，

18（1），13-18． 
滝口俊子・原田雅子：発達診断としての幼児の描画―人

物画，樹木画の検討．立教女学院短期大学紀要，14，
37-49． 

津田浩一・西尾博・長屋正男：被虐待児の心理特性―投

影法による検討．小児の精神と神経，22（1），23-30． 
山下真理子：バウムテストの発達的研究―樹冠と幹の発

達的傾向および空間関係の描写について．教育心理学

研究，30（4），287-292． 
山下真理子：不純異性交遊児童の人格像―バウムテスト

からの検討．少年補導，27（11），50-57． 
◆1983 
一谷彊・中西顕：中学生の集団不適応の早期診断とカウ

ンセリングの実践的研究―生徒指導と学校教育相談と

の接点を求めて．京都教育大学教育研究所所報，29，
237-256． 

一谷彊・西川満：バウムテストからみた中学生の非行と

登校拒否．京都教育大学紀要 Ser．A，63，1-23． 
一谷彊・山下真理子・津田浩一・林勝造・国吉政一：不

純異性交遊児童の人格像―バウムテストによる検討．

京都教育大学紀要 Ser．A，62，17-39． 
岩城操・中尾舜一・吉川公雄：イメージ形成の地域特性

4―北海道東藻琴の小学生にみられる北方系の優位性

について（バウムテストによる人間生態学的研究 12）．
京都女子大学自然科学論叢，15，31-79． 

北村栄一・北村陽英・西口俊樹・寺川信夫・福永知子・

和田慶治・西浦真理子：一公立中学校における過去 15
年間の不登校の実態．児童青年精神医学とその近接領

域，24（5），322-336． 
久保和男・吉川公雄：思春期特性の年間推移―バウムテ

ストによる人間生態学的研究 15．帝国学園紀要，9，
91-98． 

三谷幸：登校拒否―母と子の樹木画．心理測定ジャーナ

ル，19（12），5-10． 
森谷寛之：枠づけ効果に関する実験的研究―バウム・テ

ストを利用して．教育心理学研究，31（1），53-58． 
長野文典・吉川公雄：バウム類型からみた青年期女性の

YG 性格検査―バウムテストによる人間生態学的研究

16．帝国学園紀要，9，99-106． 
中島ナオミ：幼児のバウムテスト（第 2 報）．大阪府立

公衆衛生研究所研究報告（精神衛生編），21，13-23． 
中尾舜一・岩城操・吉川公雄：イメージ形成の地域特性

5―北海道中央部の小学生にみられる特徴について

（バウムテストによる人間生態学的研究 13）．久留米

大学論叢，32（2），129-171． 
中田義朗：バウムテストの基礎研究―児童の樹木画の発

達指標の再検討．心理測定ジャーナル，19（11），15-20． 
斎藤通明：バウム・テストにみられる心因性視力障害児

の心的特徴について．心理測定ジャーナル，19（8），
7-12． 

志村実生：バウムテストで描かれた棚のある樹木画．九

州芸術療法，11，11-18． 
杉村省吾・円良子：Der Baumtest の実証的研究―登校

拒否児の場合．武庫川女子大学紀要（文学部編・教育

学科編），31，67-84． 
高沢直之・樫出直木・布施正俊・青山良子：バウムテス

トと生活指導．昭和 57 年度厚生省神経疾患研究委託

費―筋ジストロフィー症の療護に関する総合的研究，

研究成果報告書，119-122． 
宇田川一夫：青年期における分裂病の発病過程―ロール

シャッハ・テスト，描画法テスト，SCT による研究．

ロールシャッハ研究，ⅩⅩⅤ，89-103． 
山下一夫：バウム・テストの臨床的研究―精神科入院患

者を対象に．京都大学教育学部紀要，29，184-194． 
吉川公雄・ロウ ワン イン チャン・吉川尚男：シンガ

ポール学童の行動と環境認識の発達：予察研究―バウ

ム・テストによる人間生態学的研究 14．帝国学園紀要，

9，77-90． 
◆1984 
青木健次：バウム・イメージの多様性と人格―分裂病者

の特徴とその表現心理学的理解．京都大学学生懇話室

紀要，13，21-36． 
福島章・中村俊哉・川崎晶子：児童のバウムテストの比

較文化的分析．安田生命社会事業団研究助成論文集，

19，135-144． 
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一谷彊・西川満・林勝造：バウムテストからみた中学生

の非行と登校拒否（Ⅱ）．京都教育大学紀要 Ser．A，

64，1-22． 
一谷彊・西川満・村澤孝子：バウムテストにみられる精

神遅滞者の反応特徴．京都教育大学紀要 Ser．A，65，
1-27． 

川崎晶子：バウムテストにみる日米少女の自己像．青年

心理，44，141-147． 
森谷寛之・森省二・大原貢：バウム・テストにおける枠

づけ効果―症例研究．心理臨床学研究，1（2），73-81． 
中島ナオミ：幼児のバウムテスト．心理測定ジャーナル，

20（5），13-18． 
中島ナオミ：幼児のバウムテスト（第 3 報）―樹型分類

と項目．大阪府立公衆衛生研究所研究報告（精神衛生

編），22，21-32． 
中西真由美：心理臨床家の心理テスト利用の実態．心理

測定ジャーナル，20（4），20-24． 
中西小枝子・末広友紀子・三浦寿子：心因性視力低下が

疑える児童への心理学的検討．日本視能訓練士協会誌，

12，52-55． 
◆1985 
青木健次：バウム表現の発達とその表現心理学的考察―

投影描画法の構造特性をふまえて．京都大学学生懇話

室紀要，14，1-27． 
榎戸芙佐子・平口真理・鳥居方策・柳下道子・吉本博昭・

滝良明：精神分裂病者と樹木画―治療経過との関連の

中で．臨床精神医学，14（12），1823-1831． 
細川久子：受傷防止の手がかりを求めて―心理的潜在危

険原についての考察．一谷彊・林勝造・国吉政一（編

著）：バウムテストの基礎的研究．風間書房．pp．
408-429． 

一谷彊・津田浩一・山下真理子・村澤孝子：バウムテス

トの基礎的研究（Ⅰ）―いわゆる「2 枚実施法」の検

討．京都教育大学紀要 Ser．A，67，17-30． 
泉澄子・志村実生：精神障害者のバウム・テスト 2 枚法

にみられる形態変化．九州神経精神医学，31（2），
185-191． 

松山佽子・寺内淳子：バウムテストによる子どもの性格

分析．心理測定ジャーナル，21（1），8-14． 
三原龍介・丹治光浩・大嶋正浩・市川光洋・水野明典・

大原健士郎：小児気管支喘息の心身医学的研究―バウ

ム・テストを用いて．思春期学，3（1），69-73． 
三好暁光：木を描く．こころの科学，4，49-55． 
村沢孝子・一谷彊・西川満：バウムテストにおける精神

遅滞者の反応特徴（Ⅱ）―神経症や精神病様状態を伴

なう精神遅滞者の場合．一谷彊・林勝造・国吉政一（編

著）：バウムテストの基礎的研究．風間書房．pp．
570-576． 

中井久夫：バウム・テストの普遍性へのささやかなる懐

疑．芸術療法，16，63-64． 
中島ナオミ：Koch の原著"Der Baumtest"とその英語版

との比較対照による検討（第 1 報）．大阪府立公衆衛

生研究所研究報告（精神衛生編），23，27-40． 
中村このゆ：神経性食欲不振症の男子例における心理的

背景について．心理臨床学研究，3（1），50-59． 
中村俊哉・福島章：青年期心性の心理測定学的研究（第

3 報）―投影法テストの分析．上智大学心理学年報，9，
17-31． 

西川満・一谷彊・村沢孝子：バウムテストにみられる精

神遅滞者の反応特徴（Ⅰ）―中度・軽度と年齢別によ

る比較．一谷彊・林勝造・国吉政一（編著）：バウムテ

ストの基礎的研究．風間書房．pp．553-569． 
西川満・一谷彊・村沢孝子：バウムテストにみられる精

神遅滞者の反応特徴（Ⅲ）―就労の有無による比較．

一谷彊・林勝造・国吉政一（編著）：バウムテストの基

礎的研究．風間書房．pp．577-580． 
小沢真・坂本真理・鈴木ひとみ・中村紀子：施設老人と

在宅老人とのパーソナリティの比較―バウム・テスト

を使って．心理測定ジャーナル，21（3），20-25． 
齋藤通明・松永一郎：バウム・テストにみられる AT 非

適応者の心的特徴について（第 2 報）．自律訓練研究，

6（1），17-26． 
須賀良一：慢性分裂病における統合力の検討―分裂病者

の描画の数量化3類による分析．臨床精神医学，14（5），
801-809． 

杉村省吾・円良子・西村圭子：Der Baumtest の実証的

研究―夜尿症児の場合．武庫川女子大学紀要（文学部

編・人間関係コース編），33，15-32． 
◆1986 
青木健次：バウムテスト．臨床描画研究，Ⅰ，68-86． 
一谷彊・林勝造・国吉政一・小林敏子・津田浩一・山下

真理子：バウムテストによる生涯的発達研究（Ⅰ）―

樹冠と幹の関係指標の発達的傾向と精神的加齢現象の

検討．京都教育大学紀要 Ser．A，69，53-68． 
前村賢一・小村欣司：聾児が描いた樹木画にみる発達指

標と YG 性格検査について．横浜国立大学教育紀要，

26，225-240． 
宮崎忠男：暗示の変化がもたらす樹木像の変化―バウ

ム・テストの基礎的研究．心理測定ジャーナル，22（7），
8-13． 
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宮崎忠男：バウム・テストの文献目録（1）．心理測定ジ

ャーナル，22（3），23-25． 
宮崎忠男：バウム・テストの文献目録（2）．心理測定ジ

ャーナル，22（4），23-24． 
中村延江・田副真美・石関ちなつ・原節子・桂戴作・岡

安大仁：思春期における心理テストの検討．思春期学，

4（1），79-85． 
中島ナオミ：日本におけるバウムテスト研究の問題点に

ついて．大阪精神衛生，31（1-6），22-34． 
中尾舜一・吉川公雄：イメージと行動―バウムテストに

よる人間生態学的研究 17．久留米大学論叢，35（2），
181-208． 

小川芳子・大丸三恵・大森郁子・早川千恵子：集団実施

のバウムテストにみる学生気質（第 1 報）．共立薬科

大学研究年報，31，17-33． 
島田高志：長期遠洋航海中の乗組員の心理テストの変化

について．山形県立病院医学雑誌，20（2），288-296． 
◆1987 
荒木志朗：樹木画を使った境界例治療の一例．西日本芸

術療法学会誌，15，7-12． 
藤田裕司：バウム・テストにおける表現病理（1）―樹

皮の陰影をめぐって．大阪教育大学障害児教育研究紀

要，10，25-36． 
藤田裕司：バウム・テストにおける表現病理（2）―黒

白比較．大阪教育大学教育研究所報，22，23-30． 
一谷彊：我が国における心理検査利用の現状と課題．京

都教育大学紀要 Ser．A，71，1-29． 
一谷彊・小林敏子・津田浩一・山下真理子・弘田洋二・

林勝造・国吉政一：バウムテストによる生涯的発達研

究（Ⅱ）―壮年期から老年期にいたるバウムテストの

空間利用と加齢の関係．京都教育大学紀要 Ser．A，

71，31-49． 
木村智：一人の臨死患者のバウム表現に現われた治療過

程．芸術療法，18，45-57． 
宮崎忠男：精神病患者に対するテスト群（ロールシャッ

ハ，リューシャー，およびコッホ）を用いての精神診

断学的検査の有効性について．心理測定ジャーナル，

23（5），2-7． 
宮崎忠男・藤井純子・小林淳：精神分裂病者のバウムテ

ストの因子分析―3 因子抽出の場合．心理臨床学研究，

5（1），44-50． 
宮崎忠男・藤井純子・小林淳・望月秋一・上島求：精神

分裂病者のバウム・テストにみられる性差について．

心理測定ジャーナル，23（9），14-21． 
中村このゆ・竹内和子：バウム・テストによる神経性食

思不振症の心的特性．心理測定ジャーナル，23（6），
12-17． 

中尾舜一・吉川公雄：イメージと行動 2―いろいろな環

境要因から見た行動解析（バウムテストによる人間生

態学的研究 18）．久留米大学論叢，36（1），1-38． 
岡本祐子：分裂病患者の心理療法過程に見られる樹木画

の変化．竹林（東広島地区医師会誌），10（1），27-34． 
杉村省吾：Der Baumtest の実証的研究―Tic 症児の場合．

武庫川女子大学幼児教育研究所紀要，5（6），40-76． 
友沢明美：強迫的症状による激しい常同行為に悩まされ

た思春期分裂病患者の看護―バウムテストを試みなが

ら．精神科看護，24，62-66． 
吉尾直純：大西精神衛生研究所におけるバウムテストの

研究によせて―バウムテスト研究者のためのガイダン

ス．四国学院大学論集，66，63-79． 
◆1988 
青木健次：バウムテスト―バウム画を表現心理学から読

む．臨床精神医学，17（6），979-987． 
青木修：バウムテストの安定性に関する検討．心理測定

ジャーナル，24（5），15-20． 
藤井博英・竹内美恵子・荒川由美子：看護学生のイメー

ジ―教師のイメージと描画テストとの比較から．看護

教育，29（1），39-46． 
平山皓・岡庭武・沢崎俊之：バウムテストの統計学的検

討．第 10 回大学精神衛生研究会報告書，92-97． 
一谷彊・相田貞夫・小林敏子・津田浩一・山下真理子・

弘田洋二・林勝造・国吉政一・松井孝史：バウムテス

トによる生涯的発達研究（Ⅲ）―空間領域の使用量と

加齢の関係．京都教育大学紀要 Ser．A，72，1-29． 
石関ちなつ・中村延江・田副真美：バウムテスト・チェ

ックリスト作成の試み．心理測定ジャーナル，24（3），
14-20． 

片岡佳子・渡辺義郎・藤原克彦・数田紀久子・曽我啓一：

不定愁訴を呈した小児のバウムテストについて．社会

保険神戸中央病院医学雑誌，2（1），13-17． 
草野亮：内観による描画の変化―構成放棄の症例から．

芸術療法，19，23-29． 
桑原武夫・樫出直木・青山良子：筋ジストロフィー症児

の心理特性―バウムテストによる検討．昭和 62 年度

厚生省神経疾患研究委託費―筋ジストロフィー症の療

護と看護に関する臨床的・心理学的研究，研究成果報

告書，258-260． 
南良二・玉置裕二・三好力・大友政明・増田寿雄：バウ

ムテストによる Duchenne 型患者の精神状態の検討．

昭和 62 年度厚生省神経疾患研究委託費―筋ジストロ
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フィー症の療護と看護に関する臨床的・心理学的研究，

研究成果報告書，255-257． 
水口公信：癌の疼痛対策．臨牀と研究，65（6），197-202． 
根田葉子：問題を持つ子の描画に関する研究―バウム・

テストを中心に．秋田県教育センター研究紀要，19，
91-98． 

中島ナオミ：就学時健康診断への描画テスト導入の試み．

大阪府立公衆衛生研究所研究報告（精神衛生編），26，
47-53． 

小川芳子：集団実施の Baum Test にみる学生気質（第 2
報）―S63 年度新入生の特徴．共立薬科大学研究年報，

33，9-17． 
阪本良男・岩上正史・青木しのぶ：レスタス錠

（Flutoprazepam）による精神病者の睡眠障害に対す

る使用経験．薬理と治療，16（6），2627-2635． 
沢井晴子：心理判定の 10年（バウムテストを比較して）．

大阪府立修徳学院創立 80 周年記念誌，92-101． 
周防友彌：小児心身症のバウム・テスト．山口県医学会

誌，22，149-157． 
津田浩一：児童臨床におけるバウムテストの研究―文献

目録．大阪市中央児童相談所紀要，1988 年度，68-76． 
辻悟・福永知子：バウム・テストによる“こころ”の診

断．教育と医学，36（2），170-174． 
吉尾直純・山下富子：丸亀病院における分裂病患者に実

施したバウムテストの結果について．四国学院大学論

集，70，277-334． 
◆1989 
阿部清孝・星野仁彦・増子博文・渡辺実・八島祐子・熊

代永：登校拒否児の状態像の推移に伴うバウム・テス

トの変化．小児の精神と神経，29（3），144-150． 
藤田裕司：バウム・テストにおける黒白比較―数量化Ⅱ

類による分析．大阪教育大学紀要第Ⅳ部門，38（2），
253-261． 

藤田裕司：バウム・テストにおける黒白比較（続）―数

量化Ⅲ類による分析．大阪教育大学紀要第Ⅳ部門，38
（1），89-97． 

林勝造：バウムテストの成立・変遷・展望．日本心理適

性研究所・日本バウムテスト研究会（共催）：‘89 バウ

ムテスト研修セミナーテキスト．日本文化科学社．pp．
1-21． 

平山皓・岡庭武・湊博昭・沢崎俊之：バウムテストの統

計学的検討（2）．第 11 回大学精神衛生研究会報告書，

125-128． 
一谷彊・津田浩一・小林敏子・山下真理子・弘田洋二・

松井孝史・林勝造・国吉政一：バウムテストによる生

涯的発達研究（Ⅳ）―幹中心部の位置と加齢の関係．

京都教育大学紀要 Ser．A，75，1-13． 
猪野昭二：バウム・テストによる児童の心理診断．愛媛

県総合教育センター教育研究紀要，55，144-148． 
宮崎忠男・藤井純子・小林淳：精神分裂病者のバウムテ

ストの因子分析―4 因子抽出の場合．心理臨床，2（1），
39-49． 

大平典明：樹木画テストの不安指標．静岡大学教育学部

研究報告（人文・社会科学篇），40，267-277． 
小山内實・酒木保・原岡陽一・小野正宏・塚本隆三・村

木彰：枠づけ法における「枠」の意味―枠の原義とそ

の治療的転導．日本芸術療法学会誌，20，7-13． 
曽我昌祺：バウムテスト．心理臨床，2（3），258-261． 
山崎元義・樫出直木・青山良子：進行性筋ジストロフィ

ー症児の心理特性―バウムテストにおける検討．昭和

63 年度厚生省神経疾患研究委託費―筋ジストロフィ

ー症の療護と看護に関する臨床的・心理学的研究，研

究成果報告書，270-272． 
◆1990 
藤岡喜愛：イメージと身体感覚．臨床描画研究，5，6-19． 
原節子・石関ちなつ・田副真美・中村延江：バウムテス

ト．心身医療，2（4），479-491． 
日比裕泰：描画．安香宏（編）：性格の理解―性格心理

学新講座第 4 巻．金子書房．pp．137-156． 
會田芳敞・本郷栄子・田中恵美子・末益一雅・小畑喜彰・

橋本和明・遠藤雅夫・平澤哲：少年事件におけるバウ

ム・テストの活用について．調研紀要（最高裁判所家

庭裁判所調査官研修所），57，38-77． 
平山皓・湊博昭・岡庭武・沢崎俊之：バウムテストの統

計的検討（3）．第 12 回大学精神衛生研究会報告書，

163-169． 
石井春子・細谷律子：描画テストからみたアトピー性皮

膚炎．皮膚病診療，12（9），783-786． 
石関ちなつ・中村延江・田副真美・原節子・中村晶子・

近本洋介・熊谷敬子・鈴木啓子・桂戴作・堀江孝至：

バウムテスト・チェックリストの臨床的有用性につい

て―形態的側面からの検討．心身医療，2（7），
1077-1084． 

木村智：尖端恐怖をもつ主婦の夫婦面接と家族 4 人のバ

ウム表現．日本芸術療法学会誌，21（1），117-126． 
小林敏子：バウムテストにみる加齢の研究―生理的加齢

とアルツハイマー型痴呆にみられる樹木画の変化の検

討．精神神経学雑誌，92（1），22-58． 
三好暁光・青木健次：描画テスト 1―バウム・テスト．

土居健郎・笠原嘉・宮本忠雄・木村敏（責任編集）：異
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常心理学講座 8―テストと診断．みすず書房．pp．
209-250 

中川賢幸・馬場英三：心理検査―診る・看る入門 11．バ

ウム・テスト．こころの臨床 à·la·carte，9（2），68-70． 
西野力男：起立性調節障害（OD）の心理的背景．小児

科臨床，43（11），2387-2390． 
岡田督・堀祐子・菊池由美子：運動がおよぼす高齢者の

心理的変化―バウムテストの質的分析を通して．老人

問題研究，10，123-131． 
斉藤隆三・岡部俊一・細谷律子・石井春子：アトピー性

皮膚炎と心身医学．皮膚病診療，12（9），841-852． 
末益一雅：木陰の二人―あるバウムテスト活用法．家調

協雑誌，19，32-40． 
武内徹：Typus melancholicus の文化人類学的考察―バ

ウムテストから見た成人健常者の場合．とやま県医報，

1022，18-22． 
梅垣裕・大野富美・河崎建人・福永知子・志水彰・西尾

博行：周術期患者の心理状態に関する研究（第 1 報）

―不安の推移を中心とした検討．麻酔，39（8），956-962． 
◆1991 
江崎誠治・吉田卓生・亀山忠光・高向和宜：舌癌の手術

後にヒステリー転換性障害を呈した 1 症例．日歯心身，

6（2），99-105． 
本多正喜：遊戯療法における「樹木画」の利用―共に描

くことの精神療法的意義．心理臨床，4（4），273-280． 
一谷彊・津田浩一：バウムテストによる生涯的発達研究

（Ⅴ）―精神的・身体的側面の加齢的変化の関係と今

後の課題に向けて．京都教育大学教育実践研究年報，

7，207-224． 
井手正吾・岩渕次郎：樹木画のサイズと位置についての

検討―臨床描画法に関する研究（1）．旭川医科大学紀

要，12，61-71． 
石橋富和・小坂茂・森津誠：バウムテストと顕在性不安

尺度―精神分裂病者の場合．東大阪短期大学研究紀要，

17，21-33． 
石井春子・細谷律子：描画テストからみたアトピー性皮

膚炎患者．臨床描画研究，6，187-195． 
窪田幸子：オーストラリア・アボリジニの木のイメージ

―バウムテストの人類学的考察．国立民族学博物館研

究報告別冊，15，365-378． 
松田芳恵：失語症者における障害受容過程の検討―バウ

ムテストを用いて．心理臨床学研究，9（2），29-37． 
中島ナオミ：幼児のバウムテスト（第 4 報）―粗雑な描

線を示す事例について．大阪府立公衆衛生研究所研究

報告（精神衛生編），29，1-11． 

西野力男：起立性調節障害における母親の心理的背景に

ついての研究．医療，45（6），530-534． 
西野力男・堀越清：起立性調節障害における心因的背景

―バウムテストを用いて．小児科診療，54（1），176-179． 
竹内和子：投影法（3）―その他．河合隼雄（監修）三

好暁好・氏原寛（編）：臨床心理学第二巻―アセスメン

ト．創元社．pp．216-232． 
田﨑權一・藤土圭三：バウム・テスト描画特徴の横断的

研究．山口大学研究論叢（第三部），40，15-22． 
津田浩一：嘔吐と乱暴を伴った精神遅滞幼児の通所指導

―心理治療場面とバウムテストなどによる対比．小児

の精神と神経，31（4），317-325． 
◆1992 
青木健次：バウム・テスト．氏原寛・小川捷之・東山絋

久・村瀬孝雄・山中康裕（編）：心理臨床大辞典．培風

館．pp．548-552． 
林勝造：バウムテスト．安香宏・大塚義孝・村瀬孝雄

（編）：臨床心理学体系第 6 巻―人格の理解 2．金子書

房．pp．118-137． 
一谷忠男：日本におけるバウムテストに関する研究の概

観と文献目録．犯罪心理学研究，30（2），65-77． 
河合逸雄・上村悦子・川辺明子・島田敬子・平畑二実子・

佐々木真奈美・川崎紀子・林香織：入院患者在宅患者

の心的特徴の比較―バウムテストを試みて．厚生省神

経疾患研究 3 年度研究報告書筋ジストロフィーの療養

と看護に関する総合的研究，333-336． 
三船直子・倉戸ヨシヤ：バウムテスト 2 回施行法（試論

Ⅰ）―基礎的調査資料．大阪市立大学生活科学部紀要，

40，313-327． 
中島ナオミ：バウムテストから学校精神保健活動へ．大

阪精神保健，31，77-80． 
落合優・溝口武史・井澤純：パーソナル・コンピュータ

ーによるバウム・テスト解釈援助プログラムの作成．

横浜国立大学教育紀要，32，309-327． 
小川拓・横田伸吾・寺嶋繁典・黒田健治・尾崎孝子：箱

庭療法が奏効した心因性視力障害の 1 例．心身医学，

32（7），561-566． 
小川俊樹・Piotrowski．C．：わが国における臨床心理検

査の現状とその日米比較．筑波心理学研究，14，
151-158． 

澤田和重・内田裕之・宮下久子：脳器質性疾患者のバウ

ム表現について．岐阜県立下呂温泉病院・温泉医学研

究所年報，19，52-56． 
鑪幹八郎・一丸藤太郎・森田裕司・山本雅美・吉田美穂・

勝見吉彰・辻河昌登・森本千加子：描画テストからみ
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た登校拒否の予後―登校拒否の予後研究（2）．広島大

学教育学部紀要第１部（心理学），41，183-191． 
綱島啓司：描画テストの基礎的研究―バウム指標と Y-G
尺度．川崎医療福祉学会誌，2（2），87-96． 

梅垣裕・南ちひろ・加藤治人・河崎建人・福永知子・志

水彰：周術期患者の心理状態に関する研究（第 2 報）．

麻酔，41（2），200-206． 
簗瀬誠・榎本貞保・大坪貴子・笹川純子・吉田紀子：分

裂病者のデイケア通所持続性と精神的機能―通所持続

性の低い参加者のバウムテストより．保健の科学，34
（10），740-743． 

横田正夫：バウム・テスト―分裂病スペクトラムに対応

する歪んだ描画表現．精神科治療学，7（3），249-257． 
横山恭子・中村俊哉・福島章：青年期心性の心理測定学

的研究（第 4 報）―SD 法から見たバウムテストにお

ける 10 年間の変化．上智大学心理学年報，16，19-25． 
◆1993 
蝶間林利男・落合優：デ杯選手の多面的トレーニングの

実施とその効果について．横浜国立大学教育紀要，33，
121-135． 

藤井博英・樋口日出子：看護研究におけるきっかけの重

要性（1）バウム・テストとの出会い．ナースデータ，

14（7），56-60． 
藤井博英・樋口日出子：看護研究におけるきっかけの重

要性（2）バウム・テストを利用した精神科看護実習．

ナースデータ，14（7），61-67． 
岩川淳・岩川真弥：幼児の樹木画の研究（1）―社会性

の発達とバウム描画特徴．信愛紀要（和歌山信愛女子

短期大学），33，77-84． 
道又利：精神分裂病者の「退行」に関する投影法的研究

―病者のバウム・テストの検討を通じて．岩手医学雑

誌，45（2），165-194． 
名島潤慈・増田勝幸：バウム・テスト．上里一郎（編）：

心理アセスメントハンドブック．西村書店．pp．
223-238． 

小川芳子：生きる自信―希死念慮者との半年間の関わり

から．共立薬科大学研究年報，38，11-28． 
岡崎光洋・水元裕二・岡崎禮治：家族構造と，問題行動

および心理テストとの関連について．呼吸器心身医学，

10（2），122-124． 
高橋知音：キャンプ療法による登校拒否児の樹木画の変

化―バウムテストの全体的印象による評価．カウンセ

リング研究，26（1），19-28． 
塚崎直樹：課題を追加したバウムテストの試み．日本芸

術療法学会誌，24（1），41-47． 

梅垣裕・南ちひろ・加藤治人・河崎建人・福永知子・志

水彰：周術期患者の心理状態に関する研究（第 3 報）

―乳癌症例と子宮筋腫症例の比較．麻酔，42（4），
523-528． 

◆1994 
赤間立枝・有賀千晴・関直彦：摂食障害の心理診断と治

療―Bulimia の心理診断所見と再養育法の実際．心身

医学，34（2），161-168． 
安藤美華代・安藤晋一郎・竹内俊明・山本玉雄・福島一

成：糖尿病患者の心理学的検討．心身医学，34（2），
137-143． 

林勝造：「バウムテスト」論考．臨床描画研究，Ⅸ，3-18． 
一谷彊：バウムテストの実際―発達的側面などを中心に．

臨床描画研究，Ⅸ，19-40． 
加藤孝正：KHTP―樹木画について．臨床描画研究，Ⅸ，

73-86． 
河合弘靖・徳永佳次・宇田康子：矯正施設におけるバウ

ム・テストの活用について（1）―バウム・テストを

読む．犯罪心理学研究，32（2），35-49． 
森田喜一郎：バウム・テストに対する経時的数量分析の

試みの 1 例―分裂病症例における不安緊張指標，退行

指標の推移．久留米大学医学部神経精神医学講座臨床

研修論文集，3，8-11． 
仁里文美：「木」のテストの指標とその意味．山中康裕・

岡田康伸（編）：身体像とこころの癒し―三好暁光教授

退官記念論文集．岩崎学術出版社．pp．159-164． 
佐藤道夫：バウムテストの症例から．川久保病院医報，

17（1），20-22． 
須永比呂美・小谷野柳子：心理テストから見た保健管理

センター来所者の特徴―バウムテストとロールシャッ

ハテストを中心に．大学精神衛生研究会報告書，16，
61-64． 

高橋雅春：HTPPテストにおける樹木画．臨床描画研究，

Ⅸ，60-72． 
瀧本厚子・猪俣公宏・鶴峯治・高橋繁浩・小粥由美子：

水泳競技に於ける心理的コンディションの診断につい

て―バウムテストと PCT を手掛かりとして．中京大

学体育学論叢，36（1），37-45． 
田副真美：バウムテスト．小児内科，26（6），1016-1021． 
津田浩一：バウムテストと児童臨床―心理治療過程にお

けるバウムの変化．臨床描画研究，Ⅸ，41-59． 
津田浩一：児童の人格と社会的変遷（Ⅰ）―幼稚園児の

バウムテストからみた 24 年間の変化．小児の精神と

神経，34（4），195-206． 
渡部洋・土屋隆裕：樹木画の印象的評価の特徴について．
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東京大学教育学部紀要，34，195-205． 
山田英美・上野あゆみ：子どもの樹木画（Part1）―形

態発達の分析的研究．山梨大学教育学部附属教育実践

研究指導センター研究紀要，2，151-159． 
山上竜也・前田正治：バウムテストからみた分裂病者と

の治療関係の変化についての 1 考察．九州神経精神医

学，40（2），244-250． 
◆1995 
芦高浩一：描画法からみた異年齢集団理解へのこころみ

―集団樹木育成描画を通して．鳴門生徒指導研究，5，
17-30． 

文珠紀久野・永家美代子・羽田野慶子・日高潤子：Baum 
Test からみた青年女子の特徴に関する研究（1）―

Scoring の基準作成．鹿児島純心女子短期大学研究紀

要，25，247-260． 
小川芳子：樹木画テスト 17 年の経年変化．共立薬科大

学研究年報，40，5-17． 
奥田援史・奥田愛子：バウムテストにみられる運動選手

の反応特徴．岡山体育学研究，2，39-46． 
津川律子・斎藤高雅・松下昌雄：バウムテストにおける

四季の影響．こころの健康，10（2），77-83． 
◆1996 
藤井博英・樋口日出子：バウム・テスト（1）バウム・

テストの有用性について．ナースデータ，17（6），8-12． 
藤井博英・樋口日出子：バウム・テスト（2）バウム・

テストの有用性について②―日本におけるバウム・テ

ストの解釈過程．ナースデータ，17（7），93-97． 
藤井博英・樋口日出子：バウム・テスト（3）バウム・

テストの実践的応用について―日本におけるバウム・

テストの研究．ナースデータ，17（8），64-68． 
藤井博英・樋口日出子：バウム・テスト（4）臨床実習

におけるバウム・テストの活用．ナースデータ，17（9），
78-82． 

藤井博英・樋口日出子：バウム・テスト（5）教育現場

におけるバウム・テスト活用の実際．ナースデータ，

17（10），95-100． 
藤井博英・樋口日出子：バウム・テスト（6）教育現場

におけるバウム・テスト活用の実際②．ナースデータ，

17（11），53-57． 
藤中隆久：バウムテストにおける人間関係の効果の実証

的研究．心理臨床学研究，14（2），163-172． 
樋口日出子・藤井博英：バウム・テストとモーズレイ性

格検査の併用による看護学生の精神内界の把握（その

1）．日本看護学会集録，第 27 回看護教育，151-153． 
平山皓・沢崎俊之・湊博昭・岡庭武：バウムテストの統

計的検討（6）―自殺予知の指標を中心に．全国大学

保健管理研究集会報告書，34，326-329． 
本田優子・天本まりこ・堀みゆき・米村健一：女子大学

生の心理理解におけるバウムテストの有用性―バウム

テストと Y-G 性格検査，あるいは自己評価との関連．

熊本大学教育学部紀要（自然科学），45，223-231． 
稲富宏之・森田喜一郎・原村耕治・倉田秀明・河村直樹：

数量化を用いた作業療法評価の試み―樹木画（バウム）

の経時的観察．作業療法，15（4），351-357． 
近藤春香・鈴木壯：怪我しやすい運動選手のバウム画表

現からみた特徴．岐阜大学教育学部研究報告（自然科

学），20（2），111-119． 
永家美代子・文珠紀久野・日高潤子・羽田野慶子：バウ

ム・テストからみた青年女子の特徴に関する研究（2）．
鹿児島純心女子短期大学研究紀要，26，133-137． 

名島潤慈：黒―色彩バウム二枚法の意義．熊本大学教育

学部紀要（人文科学），45，271-281． 
中園正身：一変法としての樹木画法の研究―根を強調し

た教示法の導入について．心理臨床学研究，14（2），
197-206． 

中園正身：樹木心理学序説．大妻女子大学紀要（家政系），

32，331-339． 
田澤安弘：集団精神療法への内観法の導入―アルコール

依存症者を対象とした治療効果の検討．アルコール依

存とアディクション，13（1），74-80． 
東條光彦・大塚明彦・長尾啓一・吉村真理子・田中奈緒

子：Baum test の判読適性化に関する試行．第 34 回

全国大学保健管理研究集会報告書，330-332． 
◆1997 
百々尚美・大野太郎・山田冨美雄・服部祥子：震災後の

子どものストレスに及ぼす震度の影響―バウムテスト

における空間利用を指標として．日本生理人類学会誌，

2（3），147-150． 
林勝造・塩月源洋・藤田芳美：不登校生徒に対する情緒

障害治療教室での臨床的試み―バウムテストを補助手

段として．応用心理学研究，13（19），1-8． 
樋口日出子・藤井博英・池田充宏：施設内老人と在宅老

人の幸福感の相違―主観的幸福感と樹木像の形態指標

を通して．日本赤十字秋田短期大学紀要，2，53-59． 
堀士郎・中西雅夫・井川真・吉田伸一・多治見僚一・濱

中淑彦：広汎性不規則棘徐波複合が認められた選択緘

黙症の 1 例―脳波異常と精神症状との関連性について．

臨床脳波，39（11），778-782． 
一谷彊：バウムテスト診断的解釈の理論と技法．西山学

報，45，1-50． 
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一谷彊・小林敏子：高齢者におけるバウムテストでの樹

木描出と信仰的傾向―曼荼羅との関係から．京都教育

大学紀要 Ser．A，90，1-25． 
本宮幸孝：プライマリケアにおける心理テスト（投影法）．

心身医療，9（5），617-619． 
布井清秀：動機付け不良糖尿病患者の心理特性．日本臨

牀，55（増刊号），639-645． 
小川芳子・黒須美智子・斉藤亜矢子：樹木画テストから

みる心理学的性差．共立薬科大学研究年報，42，47-55． 
山田麻有美：青年期の樹木画についての一考察―Koch, 

C．のバウムテストを基にして．女子聖学院短期大学

創立 30 周年記念論文集，207-221． 
◆1998 
荒木ひさ子：バウムテスト．岡堂哲雄（編）：現代のエ

スプリ別冊―臨床心理学シリーズⅡ，心理査定プラク

ティス．至文堂．pp．90-102． 
原幸一・中西恵美：知的障害者の就労状況から見たバウ

ムテスト．心理臨床学研究，16（5），497-502． 
平谷美智夫・小栗正幸：事例研究 1―描画と認知特性の

関連が示唆される例とされない例について．臨床描画

研究，13，85-96． 
一谷彊：バウムテスト診断的解釈の基礎理論と実際的技

法（Ⅰ）：診断的解釈の理論と手順．京都教育大学紀要

Ser．A，93，55-77． 
一谷彊：バウムテスト診断的解釈の基礎理論と実際的技

法（Ⅱ）：診断的解釈の実際的展開．京都教育大学紀要

Ser．A，93，79-92． 
稲富宏之・森田喜一郎・井上ひとみ・中村桂・原村耕治：

1 日における作業療法の回数が精神分裂病者に与える

効果―3 年間にわたるバウムテストによる補助的評価

を試みて．作業療法，17（2），133-142． 
井上信子：ある 2 浪青年の自我再建の試み―樹木画によ

る分析．青年心理学研究，10，1-18． 
石谷真一：バウムテストにおける検査者の視覚的印象の

活用について―学生相談室来室学生の心的特徴の把握

に向けて．学生相談研究，19（1），1-12． 
近藤智栄実：LD およびその周辺の子どもの人物画．臨

床描画研究，13，57-70． 
近藤春香・鈴木壯：バウム画の表現特徴による負傷頻発

選手の類型化―そのパーソナリティ特性と怪我発生の

競技状況との関連．岐阜大学教育学部研究報告（人文

科学），46（2），219-223． 
水田一郎・井上洋一・嘉手川伸子：摂食障害の危険因子

および予後予測因子の研究．メンタルヘルス岡本記念

財団研究助成報告書，10，119-123． 

森田喜一郎・中村ひとみ・原村耕治・中村桂・宮平綾子・

倉掛交次：バウムテストの経時的数量化の試み―精神

疾患別の評価．精神科治療学，13（10），1249-1256． 
名島潤慈：色彩バウムテストと抑うつ状態との関連性．

熊本大学教育実践研究，15，1-5． 
落合優・溝口武史・村瀬浩二：中学校サッカー部員の心

理特徴に関する顧問への情報提供の有用性について．

体育科学，27，17-30． 
小栗正幸：LD とその周辺児童のバウムテストおよび動

的家族・学校描画システム法―描画特徴理解のための

予備的資料．臨床描画研究，13，71-84． 
大平典明：樹木画テストの状態不安指標．静岡大学教育

学部研究報告（人文・社会科学篇），48，171-182． 
小澤美和・細谷亮太・今井純好：小児がん患者への真実

告知の心理的影響．日本小児科学会雑誌，102（9），
990-996． 

佐々木直美・柿木昇治：加齢にともなう心理・生理的機

能の変容―バウムテスト，GHQ，要求水準課題および

心臓血管系反応を指標として．心理学研究，69（3），
229-234． 

佐々木直美・金河由香・柿木昇治：バウムテストの定量

的評価についての基礎的研究―加齢現象と痴呆を対象

に．広島修大論集（人文），38（2），351-368． 
相馬誠一：子供の「バウムテスト」に関する発達的研究．

国際学院埼玉短期大学研究紀要，19，57-64． 
戸川芳枝：心理テストの糖尿病治療への応用①―バウム

テストについて．プラクティス，15（2），157-161． 
簗瀬誠：慢性分裂病入院患者の自己意識と生活状況との

関連．鹿児島大学医療技術短期大学部紀要，8，23-38． 
◆1999 
平川義親：心理テストを通じてみた最近の非行少年と家

族．ケース研究（家庭事件研究会），261（3），137-145． 
稲富宏之・田中悟郎・林田博典・太田保之：バウムテス

ト特徴からみた慢性精神分裂病患者の人格特性―バウ

ムテスト特徴の数量的検討．長崎大学医療技術短期大

学部紀要，13，97-101． 
近藤春香：大学生運動選手のバウム画の表現特徴―岐阜

大学生の場合．岐阜大学教育学部研究報告（自然科学），

23（2），45-52． 
水口公信：死の臨床への関わり．死の臨床，22（1），3-7． 
水田一郎・井上洋一・嘉手川伸子：摂食障害の危険因子

および予後予測因子の研究（第二報）．メンタルヘルス

岡本記念財団研究所助成報告書，11，141-145． 
長屋正男：児童の人格と社会的変遷（Ⅱ）―小学生のバ

ウムテストからみた 24 年間の変化．大阪市社会福祉
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研究，22，64-74． 
名島潤慈：黒―色彩バウムテストの解釈．熊本大学教育

実践研究，16，61-65． 
Oster，G．D．・Gould，P．（著）大辻隆夫（訳）：樹木

画．京都女子大学家政学部児童学研究，29，32-36． 
齊藤眞・堀崎千恵子：高齢者の抑うつ感について―SDS
とバウムテストを通じて．愛知教育大学教育実践総合

センター紀要，2，173-180． 
佐々木直美・柿木昇治：バウムテストの定量的評価と

MMS 得点との関係―老人ホーム入所群とデイサービ

ス通所群を対象として．保健の科学，41（5），383-387． 
佐々木直美・小川栄一・柿木昇治：我が国におけるバウ

ムテスト研究の変遷と展望．広島修大論集（人文），

40（1），1-16． 
鈴木慶子・鍋田恭孝：バウムテストの全体的印象評定尺

度の構成―S-D 法による因子的検討．大正大学臨床心

理学専攻紀要，2，82-89． 
鳥山平三：井上信子論文「ある 2 浪青年の自我再建の試

み―樹木画による分析―」へのコメント．青年心理学

研究，11，51-54． 
臺弘：第 47 回大阪精神科懇話会―演題：分裂病私見，

50 年．北野病院紀要，44（3-4），174-180． 
臺弘：作業療法と「脳の科学」．作業の科学，1，27-31． 
臺弘：早期の治療的介入と慢性病態の回復―特に分裂病

について．精神薬療基金研究年報，31，1-9． 
山田麻有美：青年期の樹木画についての研究．聖学院大

学論叢，11（4），169-181． 
山本正史・森田喜一郎・山口浩・森田恵史・龍博昭・前

田久雄：精神分裂病の寛解過程において多面的評価を

試みた 1 症例．九州神経精神医学，45（3-4），153-158． 
横田正夫・伊藤菜穂子・清水修：精神分裂病患者の彩色

樹木画の検討（第 1 報）．精神医学，41（4），405-410． 
横田正夫・伊藤菜穂子・清水修：精神分裂病患者の彩色

樹木画の検討（第 2 報）．精神医学，41（5），469-476． 
◆2000 
阿部惠一郎：バウム・テスト．福西勇夫・菊池道子(編)：
現代のエスプリ 390―心の病の治療と描画法．至文堂．

pp．144-155． 
原千恵子：自律訓練法によるバウム・テストと主観的体

験の変化．自律訓練研究，19（1・2 合併号），37-42． 
原幸一・中西恵美：知的障害をもつ自閉症者のバウムテ

スト．心理臨床学研究，18（4），390-395． 
廣川進：企業で働き続ける 30 代女性のライフサイクル

と心理―エゴグラムとバウムテストを中心に．大正大

学臨床心理学専攻紀要，3，37-50． 

堀場由希子・久保りつ子：青年期の女性における痩せ願

望とバウムテストについての一考察．児童教育学研究，

19，121-132． 
小林敏子：高齢者の心をバウムテストを通して理解する．

小林敏子（編）：高齢者介護と心理．朱鷲書房．pp．
61-76． 

小菅もと子：「忘れても，しあわせ」介護家族の立場か

ら．日本看護医療学会雑誌，2（2），59-61． 
小海宏之：ドメスティックバイオレンスによる PTSD 症

例．ロールシャッハ法研究，4，21-29． 
松下姫歌：Grünwald の空間象徴理論における「死」の

象徴性の二側面．箱庭療法学研究，13（1），73-88． 
水口公信・蝶間林一美：末期癌患者の樹木画に関する研

究．心身医学，40（6），455-463． 
水田一郎・井上洋一・嘉手川伸子：摂食障害の危険因子

および予後予測因子の研究―第三報．メンタルヘルス

岡本記念財団研究助成報告集，12，121-126． 
森田喜一郎・山口浩・森田恵史・山本正史・龍博昭・前

田久雄：分裂病者におけるバウムテストの経時的変動

―初発，再燃の検討．久留米医学会雑誌，63（3-5），
79-85． 

中川賢幸・鈴江毅：集団精神療法の効果の検討．瀬戸内

短期大学紀要，31，53-58． 
中農浩子・前田研史・富田和代・澤田和加子・富田忠明・

山本悦代・金澤忠博・西澤哲・小林美智子：被虐待児

の描画に表現される心理的特性について―被虐待体験

の内的世界を理解するために．明治安田こころの健康

財団研究助成論文集，36，48-56． 
中園正身：樹木画法の解釈論について―樹木心理学の視

点から．文教大学人間科学部人間科学研究，22，1-12． 
中園正身：樹木画法の研究―樹木心理学の視点から．文

教大学臨床相談研究所紀要，4，31-41． 
落合優・溝口武史・村瀬浩二：バウム-テストによるパー

ソナリティ特徴とTSMIならびに運動部に関する意識

との関連について―中学校運動部員を対象として．体

育科学，29，18-32． 
奥田亮：描画のよみとりに関する考察．佛教大学学生相

談室年報，9，3-14． 
大槻一行：強迫症状の軽快に交互なぐり描き物語統合法

が奏効したと思われる一女性例―強迫症状を「忘れて

おく」ということ．日本芸術療法学会誌，31（2），53-59． 
佐野友泰：リラクセーションを中心とした認知行動トレ

ーニングの被虐待経験児への適用．神奈川県精神医学

会誌，50，53-61． 
浦野真理・五十嵐一枝・石渡昌子・池谷紀代子・平野幸
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子・村杉寛子・岩崎栄作・大澤真木子：喘息経過中に

作為的喘鳴と呼吸困難が出現した 1 例．東京女子医科

大学雑誌，70（臨増），188-191． 
臺弘：脳とこころは「ことば」〈カタチ〉で出会う．臨

床精神病理，21（3），205-214． 
山田麻有美：青年期の樹木画に関する研究（2）．聖学院

大学論叢，12（2），217-232． 
◆2001 
Cantlay，L．（著）大辻隆夫（訳）：描画分析技法．京都

女子大学家政学部児童学研究，31，32-44． 
出石陽子：児童養護施設入所児童の心理的側面に関する

研究―バウムテストと SCT を中心に．東京国際大学

大学院社会学研究科応用社会学研究，11，61-80． 
五十君啓泰・森田喜一郎・河村直樹・平井聡・森圭一郎・

前田久雄：バウムテストによる精神疾患の鑑別診断の

可能性．九州神経精神医学，47（3-4），129-136． 
川西文子・宇佐晋一・山本昭二郎・辻平治郎：森田療法

が患者のパーソナリティに与えた影響．メンタルヘル

ス岡本記念財団研究所助成報告集，13，57-60． 
久保田文雄・服部卓・飯島奈々子・小野里清美・大島喜

八：新入大学生におけるバウムテストの精神障害に関

連する項目の出現率．CAMPUS HEALTH，37（1），
183-186． 

村田敏晴・村田陽子・名島潤慈：黒色バウムと色彩バウ

ムの比較―描画の順序効果とバウム内容の検討．山口

大学心理臨床研究，1，23-27． 
長原照子・深井小久子・田淵昭雄：心因性視覚障害に対

する事象関連電位とバウムテストの検討．川崎医療福

祉学会誌，11（1），125-132． 
名島潤慈・原田則代・横田周三・森田裕司・増田勝幸・

植村孝子：バウムテスト．上里一郎（監）：心理アセス

メントハンドブック第 2 版．西村書店．pp．186-197． 
中村延江：思春期の心の問題とセルフイメージ．日本小

児科学会雑誌，105（12），1340-1347． 
中園正身：樹木画法の研究（Ⅲ）．文教大学人間科学部

人間科学研究，23，77-84． 
西本智恵：ネフローゼ症候群患児の樹木画に関する一考

察．広島大学大学院教育学研究科紀要第三部，50，
347-353． 

野々口純代：看護に役立つカラー深層心理学．ナースビ

ーンズ，3（12），1065-1087． 
小國有加：イメージと動作を用いた幼児へのストレスマ

ネジメント教育プログラム開発の研究（Ⅱ）―バウム

テストおけるプログラム体験の効果を中心に．武庫川

女子大学発達臨床心理学研究所紀要，3，143-154． 

杉浦京子・高梨利恵子：投影描画法テストバッテリーの

検討．日本医科大学基礎科学紀要，31，11-31． 
高梨一彦：バウムテストの全体的印象の評定（1）―イ

メージ評定から描画法の臨床的評価を探る．弘前大学

医療技術短期大学部紀要，25，15-34． 
丹治光浩：バウムテストの投影性に関する研究―キャン

プと季節の要因を通して考える．花園大学社会福祉学

部研究紀要，9，77-82． 
寺田治史：「気になる子」の樹木画研究―「学級カウン

セリング」から見えたもの．臨床描画研究，16，156-171． 
臺弘・斎藤治・三宅由子：日常診療のための簡易精神機

能テスト（第 3 報）―分裂病者のバウム・テスト．精

神医学，43（7），737-744． 
山田麻有美：青年期の樹木画に関する研究（5）．聖学院

大学論叢，13（2），205-224． 
山森路子・橋本尚子・土井真由子：バセドウ病患者のバ

ウム・テスト．平成 11・12 年度文部科学省科学研究

費補助金基盤研究（B）（2）課題番号 11410031：バセ

ドウ病患者の人格構造に関する研究―投影法と心理面

接を用いて（研究代表者山中康裕），18-36． 
◆2002 
百々尚美・山田冨美雄：小学生における震度と学年の震

災ストレス反応に対する影響―バウムテストを用いて．

ヒューマン・ケア研究，3（4），11-21． 
細谷律子・高橋依子：アトピー性皮膚炎と臨床描画．臨

床描画研究，17，81-94． 
井口英子・神尾陽子：成人期アスペルガー障害の緊急措

置入院例．精神科治療学，17（7），865-874． 
岸本寛史：バウムの幹先端処理と境界脆弱症候群．心理

臨床学研究，20（1），1-11． 
北添紀子：治療における箱庭と描画の意味―過食症の症

例より．臨床心理学，2（6），785-795． 
小海宏之・東真一郎・朝比奈恭子・岡村香織・首藤賢・

川端康雄・近藤元治・津田清重・寺嶋繁典：アルツハ

イマー型痴呆老人の樹木画テストにおける描画特徴の

検討―数量化理論による分析．藍野学院紀要，16，
33-38． 

久保りつ子・牧原寛之・駒井早苗・谷口加容：注意欠陥

/多動性障害児におけるバウムテストの描画特徴．臨床

精神医学，31（4），427-436． 
桑代智子・郷間英世・森下一：不登校を経験した成人の

対人関係について―バウムテストによる検討．教育心

理学研究，50（3），345-354． 
水野康弘・小野瀬雅也・篠竹利和・田中明子・宮城悦子・

仲沢経夫・平原史樹・大西秀樹・小阪憲司：否認によ



 
 

48

り不安，抑うつが顕在化しなかった子宮頸がん再発患

者の 1 例．ターミナルケア，12（4），328-332． 
水田一郎・井上洋一・福永知子・小川朝生・補永栄子・

竹内直子：神経性大食症に対する認知行動療法の治療

効果研究．メンタルヘルス岡本記念財団研究助成報告

集，14，63-68． 
文珠紀久野・文珠幹夫・Sr．MARIAFE Silva：東ティ

モールにおける戦争孤児への心理的支援―インドネシ

ア支配からの解放時の混乱から発生した戦争孤児の状

況調査．山梨県立看護大学紀要，4，63-70． 
村田陽子：セルフ・エスティームと黒-色彩バウムテスト

との関連性．山口大学心理臨床研究，2，89-97． 
中島ナオミ：わが国におけるバウムテストの教示．臨床

描画研究，17，177-189． 
中園正身：樹木画法の研究（Ⅳ）．駒沢女子大学研究紀

要，9，211-217． 
梨谷竜也・中野俊明・宇野淳二・馬場武彦・西尾俊嗣：

右被殻出血により半側視空間無視を呈した 1 例．神経

内科，57（6），521-525． 
布井清秀：糖尿病患者のプライマリ・ケアにおけるセロ

トニン作動性抗不安薬の有用性．綜合臨牀，51（11），
3114-3117． 

小國有加：イメージと動作を用いた幼児へのストレスマ

ネジメント教育プログラム開発の研究（Ⅲ）―バウム

テストおける個人内のプログラム体験の効果を中心に．

武庫川女子大学発達臨床心理学研究所紀要，4，99-116． 
大辻隆夫：投影樹木画法におけるトラウマ指標の統合化

とそれを巡る 2，3 の問題．京都女子大学家政学部児

童学研究，32，10-15． 
杉浦京子・八木早霧：不登校児の親の会における投影描

画法テストバッテリーとその意義―投影描画法テスト

バッテリーからみた母親の変化．日本医科大学基礎科

学紀要，32，63-93． 
杉浦京子・原信一郎・鈴木康明：心身症患者（アトピー

性皮膚炎・気管支喘息患者）の投影描画法テストの検

討．日本芸術療法学会誌，33（1），5-13． 
鈴木慶子・鍋田恭孝・塩崎尚美：バウムテストからみた

構成的エンカウンター・グループの効果―グループワ

ーク前後のバウムテストの分析を通して．心理臨床学

研究，20（4），384-393． 
臺弘：診療録の書き方の昔話と今の私．精神科臨床サー

ビス，2（1），80-82． 
山田麻有美：青年期の樹木画に関する研究（6）．聖学院

大学論叢，14（2），221-232． 
山森路子：バウム・テストと心理面接からみたバセドウ

病患者―アトピー性皮膚炎との比較．箱庭療法学研究，

15（1），31-42． 
横田正夫・伊藤菜穂子・青木英美・清水修：精神分裂病

患者の描画特徴による予後予測の試み．精神医学，44
（8），867-875． 

◆2003 
青井利哉・水田敏郎・藤澤清：高齢者バウムテストの定

量的評価についての基礎研究．仁愛大学研究紀要，2，
97-106． 

Cantlay，L．（著）大辻隆夫・松葉健太朗（訳）：描画の

発達的理解．京都女子大学家政学部児童学研究，33，
69-79． 

原千恵子：痴呆性高齢者への包括的心理療法―芸術療法

を中心として．臨床描画研究，18，142-157． 
堀江姿帆：バウムテストの解釈 vol.Ⅴ-2(1)―バウムテス

トから見た不登校女子の事例．臨床心理学，3（5），
705-711． 

伊集院清一：③絵画療法―人間のイメージ・表象機能が

もつ自己治癒性を導き出す．精神看護，6（3），29-37． 
岩井圭司：治療のツールとして樹木画を用いるというこ

と．発達心理臨床研究，9，77． 
久保りつ子・牧原寛之・駒井早苗・谷口加容：チック障

害と強迫性障害の合併が一致した一卵性双生児例．臨

床精神医学，32（11），1377-1381． 
桑原尚佐・前田亨・重本淳一・平谷文子・盛山文雄・加

治清・古田島匠・宮原育子・大島元子・盛山和子・小

林睦：少年事件における心理アセスメント―「夢の木

法」を中心として．調研紀要（最高裁判所家庭裁判所

調査官研修所），77，1-31． 
鍋田恭孝：バウムテスト（樹木画）の読み方―その効用

と限界．臨床心理学，3（4），555-561． 
永田昌博：バウムテストに見る思春期心身症生徒の回復

過程．心理臨床学研究，21（1），34-44． 
中林睦美・松本真理子：アスペルガー障害にみられる心

理検査の諸特徴―継続的援助との関連．児童青年精神

医学とその近接領域，44（5），425-439． 
中川賢幸・水戸隆寛：自分史回想法の検討．瀬戸内短期

大学紀要，34，23-28． 
中園正身：樹木画法の研究（Ⅵ）．駒沢女子大学研究紀

要，10，243-249． 
西崎真紀：転換性障害に対する SSRI の有用性―強迫的

に糖尿病食事療法をおこなって入院となった症例を通

して．分子精神医学，3（3），259-260． 
岡田弘司：心理テストからみた解離性障害の心理的特徴

と心理的援助について―主に樹木画テストからの検討．



 
 

49

関西大学心理相談室紀要，4，33-37． 
奥田亮・鶴田英也・山川裕樹・中野祐子・安立奈歩・西

堀智香子・松山真弓・鳴岩伸生：バウムテストの幹先

端処理に関する研究．平成 12-14 年度文部科学省科学

研究費補助金基盤研究（B）（2）課題番号 12410034：
臨床場面における描画法の理論的・実証的研究―画像

データベースシステムの「視点探索ツール」開発とそ

の発展的利用を通じて（研究代表者皆藤章），11-35． 
小野功一・魚住超・長谷川裕紀・植田藍子・船根浩晃：

こころの健康システムと感性Ⅱ―樹木画心理テストの

定量的診断支援に向けて．SVBL 年報，5，45-46． 
大辻隆夫・村井佳比子：投影樹木画法における枝のカウ

ンセリング効果指標化に関する研究．京都女子大学家

政学部児童学研究，33，43-59． 
大辻隆夫・村井佳比子・塩川真理：カウンセリングの効

果指標としての投影樹木画法における枝の変化につい

て．こころの健康，18（1），69-77． 
大辻隆夫・塩川真理・田中野枝：投影樹木画法における

実の教示を巡る Buck 法と Koch 法の比較研究．京都

女子大学家政学部児童学研究，33，19-23． 
坂中尚哉・浅川潔司・鈴木啓嗣：不登校児との遊戯療法

の事例―樹木画のイメージを介してみえるもの．発達

心理臨床研究，9，69-76． 
佐々木直美・上里一郎：施設入所高齢者を対象とした回

想法の効果について．広島国際大学心理臨床センター

紀要，2，2-12． 
佐々木直美・上里一郎：特別養護老人ホームの軽度痴呆

高齢者に対する集団回想法の効果の検討―MMS，行

動評価，バウムテストを用いて．心理臨床学研究，21
（1），80-90． 

塩崎尚美：バウムテストの解釈 vol.Ⅴ-2(3)―心理療法の

過程で行うバウムテスト―メッセージをいかに読みと

るか．臨床心理学，3（5），717-722． 
高田夏子：バウムテストの解釈 vol.Ⅴ-2(4)―治療過程を

吟味する心理テストの使い方．臨床心理学，3（5），
723-728． 

臺弘：日常診療のための簡易精神機能テストの実際．精

神科治療学，18（8），965-973． 
臺弘：精神機能の基本的指標―簡易テストの工夫．精神

科治療学，18（12），1455-1458． 
山口登代子・横山恭子：SD 法によるバウムテストの評

定尺度作成．上智大学心理学年報，27，63-71． 
山中康裕：バウムテストにみるたましいの成長論．山中

康裕（著）岸本寛史（編）：山中康裕著作集 5，たまし

いの形―芸術・表現療法（1）．岩崎学術出版社．pp．

77-82． 
山中康裕：こころと精神のはざまで（2）バウムテスト

論考．臨床心理学，3（2），239-245．山中康裕（著）

岸本寛史（編）：山中康裕著作集 5，たましいの形―芸

術・表現療法（1），所収． 
横山恭子：バウムテストの解釈 vol.Ⅴ-2(2)―バウムテス

トの事例解釈．臨床心理学，3（5），712-716． 
吉岡久美子：老人性疾患治療病棟において回想法グルー

プに参加した痴呆高齢者一事例の変化―バウムテスト

を指標として．長崎国際大学論叢，3，127-133． 
◆2004 
青木健次：バウム・テスト．氏原寛・亀口憲治・成田義

弘・東山絋久・山中康裕（編）：心理臨床大辞典，改訂

版．培風館．pp．556-561 
浅野みどり・三浦清世美・安田道子・杉浦太一・藤井千

恵・山田知子・石黒彩子：喘息をもつ思春期の子ども

の心的状態―描画とエゴグラムの分析を手がかりとし

て．看護技術，50（4），323-327． 
Cantlay，L．（著）大辻隆夫・塩川真理・松葉健太朗（訳）：

描画法ワークブック．京都女子大学家政学部児童学研

究，34，54-67． 
原節子：遅発性 anorexia nervosa の 1 症例．心療内科，

8（2），140-148． 
長谷川裕紀・藤田友紀・船津侑志・魚住超：こころの健

康システムと感性Ⅲ―樹木画心理テストの定量的診断

支援システム．SVBL 年報，6，48-49． 
市川珠理：描画法テストバッテリーにおける順序効果の

検討―統合型 HTP 法（S-HTP）とバウムテスト．心

理学紀要（明治学院大学心理学会），14，47-56． 
角野善宏：イメージを描く技法―第１節バウム・テスト．

大塚義孝・岡堂哲雄・東山紘久・下山晴彦（監修）皆

藤章（編）：臨床心理学全書 7―臨床心理査定技法 2．
誠信書房．pp．181-187． 

加曽利岳美：神経症傾向およびうつ傾向のある大学生に

見られるバウムテストの特徴―GHQ（General 
Health Questionnaire）を用いた定量的分析．共栄大

学研究論集，3，106-122． 
菊池清美：ある解離性同一性障害女性の人格統合のプロ

セス―心理面接経過と 3 回のロールシャッハ・テスト．

心理臨床学研究，21（6），553-562． 
木谷秀勝：被虐待児の描画に表れる心の世界．臨床描画

研究，19，39-50． 
小堀綾子・重末美也子・戸川昭美：入退院を繰り返す患

者の特徴を探る―アンケートや心理アセスメントを用

いて．病院・地域精神医学，47（2），164-169． 
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桑田直弥・篠田美紀：高齢者回想グループの効果に関す

る一研究―回想法とバウムテストを通じて．児童・家

族相談所紀要，21，61-67． 
増井起代子・上別府圭子：治療的検査＜バウムテスト・

HTP・家族画・風景構成法・スクリブルとスクィグル・

箱庭療法＞．臨床精神医学，33（臨増），405-413． 
松浦正一：子どもの不適応行動をめぐる二つの視点―教

育現場における子どもへのアプローチにおける一考察．

聖マリアンナ医学研究誌，4，41-50． 
村上拓也・天保英明・小野真吾・川村直子・兼子直：暴

力の世代間伝達の中で精神的混乱をきたした 1 女性例．

心療内科，8（1），63-66． 
村瀬浩二・落合優・溝口武史：TSMI 尺度得点とバウム-
テスト「特徴」得点との関連について．横浜国立大学

教育人間科学部紀要Ⅰ教育科学，6，121-136． 
名島潤慈：心理アセスメントにおける黒-色彩バウムテス

ト・自画像・真珠採り・夢（1）．山口大学教育学部附

属教育実践総合センター研究紀要，17，143-156． 
中島登代子・長岡由紀子・蔵原建彦：スポーツ競技場面

の特異性に関する研究（1）―バウムの幹先端処理を

通して．臨床スポーツ心理学研究，1，41-50． 
中鹿彰：バウムテストから見た広汎性発達障害の認知特

徴．心理臨床学研究，21（6），611-620． 
中川賢幸・水戸隆寛：自分史回想法の検討Ⅱ．瀬戸内短

期大学紀要，35，63-68． 
中山明峰・志賀敦・車哲成・砂川博・谷川徹・稲福繁・

松崎圭治・角谷昌昭：メニエール病に対する心理的側

面の追跡．Equilibrium Research，63（2），155-162． 
浪岡美保・奥山洌：小学生におけるバウムテスト調査の

比較研究．北海道教育大学教育実践総合センター紀要，

5，235-241． 
二ノ宮恵美・櫻井真・岐部隆明・岸本周作・佐藤孝臣・

井野邉純一：パワーリハビリテーションにおける心理

的側面の変化―心理検査による評価を通して．大分県

リハビリテーション医学会誌，2，20-22． 
西本智恵：樹木画に見られる慢性腎疾患患児の身体像と

自己像に関する一考察．臨床描画研究，19，120-133． 
小笠原知子・持丸純一郎・福島一成・竹内俊明・佐藤亜

貴子：内観併用絶食療法で経中心静脈栄養摂取から離

脱した難治性過敏性腸症候群の1例．心療内科，8（6），
430-435． 

小川俊樹・野坂三保子：投影法（ロールシャッハ・テス

ト等）．臨床精神医学，33（臨増），400-404． 
櫻井真・岐部隆明・二ノ宮恵美・岸本周作・佐藤孝臣・

井野辺純一：当院でのパワーリハビリテーションの試

み．大分県リハビリテーション医学会誌，2，17-19． 
田淵昭雄・長原照子：Q12―心因性視覚障害の診断上の

注意点について教えてください．あたらしい眼科，21
（臨増），193-196． 

田中康雄：日常の生きやすさの支援は，日常に棲む環境

の総体にある―ADHD のある子どもへの精神療法．思

春期青年期精神医学，14（2），101-111． 
高橋雅春：投影法とともに歩んで．ロールシャッハ法研

究，8，83-95． 
山田武彦：循環器科臨床と臨床心理学との接点を考える．

臨床心理学，4（4），507-512． 
山本寛子・森田喜一郎・座親芙美江・西浦佐知子・上野

雄文・早稲田芳史・富田克・前田久雄：ペロスピロン

にて症状の改善した統合失調症の 1 例―中安の初期分

裂病の認知障害に対する効果を中心に．九州神経精神

医学，50（2），109-117． 
◆2005 
會田秀子：がん末期患者に対するバウムテストの試み．

生と死，7，23-35． 
安藤満代：がん患者に対する回想法に基づいた認知療法

の有用性に関する研究．健康心理学研究，18（2），53-64． 
荒井真太郎：精神科医院でのテスター体験から．山中康

裕・皆藤章・角野善宏（編）：バウムの心理臨床．創元

社．pp．276-277． 
厚坊浩史・大蔵雅夫・齋藤通明・高垣裕子・瀧川剛・藤

下浩司・森内幹：高機能自閉症者に自律訓練法を適用

した一例．自律訓練研究，25（1-2），52-58． 
千原雅代：象徴的表現としてのバウムテスト．山中康

裕・皆藤章・角野善宏（編）：バウムの心理臨床．創元

社．pp．328-337． 
千野美和子：テストから関わるためのバウムへ．山中康

裕・皆藤章・角野善宏（編）：バウムの心理臨床．創元

社．pp．326-327． 
藤川浩：司法臨床におけるバウム技法の活用．山中康

裕・皆藤章・角野善宏（編）：バウムの心理臨床．創元

社．pp．299-309． 
後藤智子：学校教育現場における子ども理解と教師への

援助―描画法シリーズの導入の試み．山中康裕・皆藤

章・角野善宏（編）：バウムの心理臨床．創元社．pp．
312-323． 

濱野清志・杉岡津岐子：樹木画と風土―自然植生と表現．

山中康裕・皆藤章・角野善宏（編）：バウムの心理臨床．

創元社．pp．111-139． 
原田華：臨床現場で出会った雄弁な木．山中康裕・皆藤

章・角野善宏（編）：バウムの心理臨床．創元社．pp．
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297-298． 
原田宗忠：調査でバウムテストを行うということ．山中

康裕・皆藤章・角野善宏（編）：バウムの心理臨床．創

元社．pp．324-325． 
橋本竜作・鈴木淳・紺野佳織・大石陽子・目黒光恵・赤

沼恭子・伊藤恵・野村豊子・石﨑淳一・山口智・石井

洋・目黒謙一：福祉施設入所アルツハイマー病患者に

対する回想法グループワークの効果．老年精神医学雑

誌，16（3），337-346． 
蓮舎寛子・中村道子：発症初期から解離性の症状を認め

た統合失調症の 1 例．精神科，6（6），619-623． 
井野邉純一・岐部隆明・櫻井真・岸本周作・二ノ宮恵美・

佐藤孝臣：井野辺病院パワーリハビリテーション外来

の紹介．パワーリハビリテーション，4，195-197． 
猪股剛：樹木と人間，無意識と意識．山中康裕・皆藤章・

角野善宏（編）：バウムの心理臨床．創元社．pp．80-110． 
角野善宏：病院臨床におけるバウム技法．山中康裕・皆

藤章・角野善宏（編）：バウムの心理臨床．創元社．

pp．338-350． 
笠原敏彦：生体検査の要点解説―臨床心理・神経心理検

査（続）．保険診療，60（2），99-101． 
片本恵利：樹木画の対提示による心理アセスメントに関

する実習の試み―臨床心理基礎実習におけるバウムテ

ストの解釈に関する実習．沖縄国際大学人間福祉研究，

3（1），37-53． 
加藤清：忘れ得ぬ樹木描画の事始め．山中康裕・皆藤章・

角野善宏（編）：バウムの心理臨床．創元社．pp．310-311． 
岸本寛史：『バウムテスト第三版』におけるコッホの精

神．山中康裕・皆藤章・角野善宏（編）：バウムの心理

臨床．創元社．pp．31-54． 
岸本寛史：表現の発生．臨床描画研究，20，11-25． 
北代麻美・吉野真紀・守田稔・砂原千穂・有木永子・中

平暁子・木下利彦：被虐待経験のある思春期症例の精

神療法過程．精神科，6（3），280-284． 
桑代智子：健常児のバウムテストにおける加齢にともな

う変化．人間文化研究科年報，21，117-127． 
前原祐子：ソンディテストとバウムテストを併用した一

解釈事例．別府大学臨床心理研究，1，52-55． 
松下姫歌：精神病院での心理臨床におけるバウムの意味

について．山中康裕・皆藤章・角野善宏（編）：バウム

の心理臨床．創元社．pp．248-275． 
三好崇文・花谷隆志・金森好枝・志村綾香・池原美穂・

川畑道代・下村篤子・畑友香理・巣黒慎太郎・中島美

代子・東斉彰・角典哲・夏目誠：職場不適応症の分類．

心療内科，9（6），434-441． 

椋田容世・古宮昇：バウムテストに見る統合失調症の病

理性とその回復過程に関する一考察．大阪経大論集，

56（2），209-217． 
村林真夢：「かく」ことについての一考察．山中康裕・

皆藤章・角野善宏（編）：バウムの心理臨床．創元社．

pp．140-142． 
武藤百合：アトピー性皮膚炎患者のバウムテスト―樹木

の形態と“語り”の関連性．山中康裕・皆藤章・角野

善宏（編）：バウムの心理臨床．創元社．pp．278-296． 
長野正稔：被虐待児童のバウムテストに関する予備考察．

研究紀要（北海道中央児童相談所），27，35-40． 
中野祐子：事例にみる幹先端処理．山中康裕・皆藤章・

角野善宏（編）：バウムの心理臨床．創元社．pp．208-221． 
中野祐子：幹先端処理の実際例．山中康裕・皆藤章・角

野善宏（編）：バウムの心理臨床．創元社．pp．198-207． 
鳴岩伸生：バウム画を感じる視点の質的変容について．

山中康裕・皆藤章・角野善宏（編）：バウムの心理臨床．

創元社．pp．244-246． 
縄田秀幸・西村良二：宗教団体での洗礼を契機として発

症した祈祷性精神病の1症例について．精神科，7（4），
362-368． 

小川秀夫：確率的弛緩法による樹木画の領域分割．愛知

教育大学研究報告（自然科学編），54，17-23． 
小川素子：子どもがバウムテストで地下を描出すること

について．山中康裕・皆藤章・角野善宏（編）：バウム

の心理臨床．創元社．pp．351-352． 
奥田亮：本研究のねらい．山中康裕・皆藤章・角野善宏

（編）：バウムの心理臨床．創元社．pp．144-151． 
奥田亮：幹先端処理において体験されうること―幹先端

が描き手に何を引き起こすか．山中康裕・皆藤章・角

野善宏（編）：バウムの心理臨床．創元社．pp．182-197． 
大辻隆夫・塩川真理・田中野枝：保育における水遊びの

効果に関する一研究―投影樹木画法における成長指標

（GCL）とトラウマ指標（TCL）からの検討．京都女

子大学発達教育学部紀要，1，51-61． 
大山泰宏：バウムの存在論の可能性．山中康裕・皆藤章・

角野善宏（編）：バウムの心理臨床．創元社．pp．29-30． 
坂口守男・朝井均・朝井忠・大家尚文・朝井知・〆崎い

づみ・弓庭喜美子・岡本五百合：地域在住高齢者のバ

ウムテスト（Ⅱ）―長寿者のバウムテストの追跡調査．

大阪教育大学紀要第Ⅲ部門，54（1），63-76． 
坂口守男・朝井均・朝井忠・大家尚文・〆崎いづみ・弓

庭喜美子・岡本五百合・志波充・郭哲次・篠崎和弘：

地域在住高齢者のバウムテスト．大阪教育大学紀要第

Ⅲ部門，53（2），83-93． 
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佐藤美奈子・片岡ちなつ・田副真美・小川郁：小児耳鼻

咽喉科領域の疾患における心理検査―小児心因性難聴

を中心に．小児耳鼻咽喉科，26（2），28-31． 
高崎いゆき・竹村和久・岩満優美：描画から『心理』を

解釈する―樹木テストの画像解析と臨床心理学的解釈．

感性工学研究論文集，5（3），155-164． 
谷直介・国本美紀・山田美和：デイ・ケア通所で社会的

孤立を防ぎながら回復（断酒）を続けている単身男性

アルコール依存症の 1 例．京都医学会雑誌，52（1），
85-88． 

田崎あゆみ・鈴木友子・上村治・塩飽仁：思春期アルポ

ート症候群患児への疾患告知後の継続看護支援．日本

小児腎不全学会雑誌，25，201-203． 
鶴田英也：本研究の目的と位置づけ―バウムとの関わり

の諸相．山中康裕・皆藤章・角野善宏（編）：バウムの

心理臨床．創元社．pp．152-181． 
山田武彦：循環器科外来におけるメンタル・アプローチ．

綜合臨牀，54（5），1661-1665． 
山田武彦・高橋衛・的場芳樹・田畑隆文：内科外来にお

ける認知療法の可能性．京都医学会雑誌，52（1），
151-157． 

山川裕樹：バウムへのコミットメントについて．山中康

裕・皆藤章・角野善宏（編）：バウムの心理臨床．創元

社．pp．239-243． 
山川裕樹：幹先端処理の重要性．山中康裕・皆藤章・角

野善宏（編）：バウムの心理臨床．創元社．pp．222-238． 
山森路子：甲状腺患者の心理―投影法から見えるもの．

臨床心理学，5（2），197-201． 
山中康裕：バウムにみる臨床的かつ哲学的思惟―付・漱

石のバウム．山中康裕・皆藤章・角野善宏（編）：バウ

ムの心理臨床．創元社．pp．12-28． 
山中康裕：はじめに．山中康裕・皆藤章・角野善宏（編）：

バウムの心理臨床．創元社．pp．3-4． 
山中康裕：ユングの『哲学の樹』についての若干の考察．

山中康裕・皆藤章・角野善宏（編）：バウムの心理臨床．

創元社．pp．55-79． 
◆2006 
出口彩子・香川香・寺嶋繁典：交流分析グループの効果

測定について（第 2 報）―樹木画テストの再検査によ

る検討．関西大学心理相談室紀要，8，9-15． 
畑中千紘：臨床心理面接における情報の扱い方について

の一考察―関係性の外から投げ込まれた一枚のバウム

テストをめぐって．京都大学大学院教育学研究科附属

臨床教育実践研究センター紀要，10，31-42． 
東知幸：うつ病で疾病休職している中年期男性への心理

療法事例．カウンセリング研究，39（4），317-326． 
石井洋平・森田喜一郎・西浦佐知子・小路純央・五十君

啓泰・前田久雄：リスペリドンにて症状の改善した初

発統合失調症の 1 例―多面的評価による検討．九州神

経精神医学，52，（3-4），166-174． 
川原恭子・田中英高・二宮ひとみ・玉井浩・寺嶋繁典：

起立性調節障害を伴う不登校小児の樹木画．心身医学，

46（2），138-143． 
木村永一・伊野裕樹・館農幸恵・小林一利・池田官司・

齋藤利和：マレイン酸フルボキサミンの抗うつ効果を

描画法で評価した 3 症例．新薬と臨牀，55（5），755-763． 
岸本寛史：コッホにとっての「心理診断」．学園の臨床

研究，5，27-36． 
吉沅洪：日中大学生の描画特徴，パーソナリティ特性比

較と文化―バウムテストを用いた実証的研究．こころ

と文化，5（1），52-62． 
清瀧裕子：小児科外来における抜毛症女児の母子同席面

接．遊戯療法学研究，5（1），32-41． 
草野亮・安藤次郎・竹鼻敏孝：認知症に対する回想法と

内観のドッキングに関する研究．医報とやま，1418，
14-19． 

増岡怜那・高橋靖恵：樹木画に見る子どもの怒り感情．

九州大学心理学研究，7，139-146． 
松下姫歌：バウムテストに見られる肥満児の心理的特徴．

広島大学大学院教育学研究科紀要第三部，55，219-226． 
中島ナオミ：『バウム・テストー樹木画による人格診断

法―』の問題点．臨床描画研究，21，151-168． 
中島ナオミ：コッホのバウムテストに関する基礎研究―

樹種の分類と大阪地方における分布．関西女子短期大

学紀要，16，1-8． 
岡田康伸：箱庭療法の展開―2006 年度第 2 回全国研修

会全大会講演抄録．箱庭療法学研究，19（2），109-113． 
坂口守男・朝井均・朝井忠・大家尚文・弓庭喜美子・志

波充・貫志素子：地域在住高齢者のバウムテスト（Ⅳ）

―非認知症群における年齢間の比較．大阪教育大学紀

要第Ⅲ部門，55（1），107-116． 
坂口守男・朝井均・朝井忠・大家尚文・志波充・朝井知・

弓庭喜美子・岡本五百合：地域在住高齢者のバウムテ

スト（Ⅲ）―高齢者の精神症状とバウムテスト．大阪

教育大学紀要第Ⅲ部門，54（2），115-125． 
鈴木郁子・岸良範：高校教師による高校生のバウムテス

トの全体印象評定と高校生のパーソナリティ特性との

関連．愛知教育大学教育実践総合センター紀要，9，
249-257． 

高橋依子：樹木画テスト．氏原寛・岡堂哲雄・亀口憲治・
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西村洲衛男・馬場禮子・松島恭子（編）：心理査定実践

ハンドブック．創元社．pp．302-306． 
高橋由利子：アルコール依存のあるてんかん患者のロー

ルシャッハ・テストの特徴―てんかん発作がアルコー

ル離脱発作と混同された事例からの一考察．目白大学

心理カウンセリングセンター年報，4，31-43． 
田中康雄：発達障害の症状評価．精神科，8（1），66-72． 
鶴田英也：バウムのコスモロジー序論．梅花女子大学現

代人間学部紀要，3，33-42． 
宇治田有香・村瀬治比古：バウムテストの特徴を用いた

POMS のソフトウェア化．文理シナジー，10（2），
137-142． 

臺弘：妄想の治療と判別．こころの科学，126，100-101． 
渡邉直樹：社会恐怖症への催眠療法の試み．催眠と科学，

21（1），24-28． 
山田武彦・高橋衛・的場芳樹・松本延介・田畑隆文：心

臓病患者に合併したうつ病へのアプローチ．京都医学

会雑誌，53（1），15-20． 
山口智：想像上の仲間に関する研究―二つの発現開始時

期とバウムテストに見られる特徴．心理臨床学研究，

24（2），189-200． 
山口智子・内田一成：児童虐待のスクリーニング法とし

てのバウムテストの臨床的有用性―判別分析による検

討．上越教育大学心理教育相談研究，5，27-36． 
山内裕絵・藤本心祐・小笠原一能・富永武男：統合失調

症患者の描画行動と認知機能との関連―バウムテスト

と神経心理学的検査を用いて．臨床描画研究，21，
169-189． 

康田沙智惠・早崎重雄：九州・神戸合同症例検討会．福

岡行動医学雑誌，13（1），5-20． 
◆2007 
藤井光恵：描画を生きる―身体疾患の心理臨床．臨床心

理学，7（2），202-208． 
福井義一・飯野めぐみ・福井貴子：催眠療法により人格

統合に至った解離性同一性障害の心理アセスメント事

例―4 回の MMPI とバウムテストの結果．東海学院大

学紀要，1，193-202． 
濱野清志：三線描画コミュニケーションの試み―樹木画

研究からの着想．臨床心理研究（京都文教大学心理臨

床センター紀要），9，29-37． 
濱野浩一・山口力・神谷真子・山本真紀子・泉順子・前

川正人・伊吹恵里・野田愛司：魅惑的な女性で結婚・

離婚を繰り返す身体化障害例．心療内科，11（1），41-44． 
橋本泰子・雲井千香子：青年女子における愛着タイプに

関する心理研究―自立尺度，SCT，バウムテスト．桜

美林論集，34，157-167． 
廣澤愛子・大山卓：高機能広汎性発達障害児の描画特徴

に関する一研究―バウムテストを用いて．愛知教育大

学教育実践総合センター紀要，10，25-34． 
糸田尚史：軽度発達障害児に対する就学指導と特別支援

教育．名寄市立大学短期大学部紀要，40，17-32． 
片山はるみ：がん終末期患者にたいする“樹木画”を用

いた霊的苦痛（Spiritual pain）の緩和．臨床描画研究，

22，135-150． 
木村永一・齋藤利和：高齢者におけるマレイン酸フルボ

キサミンの使用経験．分子精神医学，7（2），164-166． 
岸本寛史：表現としての描画．臨床心理学，7（2），151-157． 
北本福美：精神科医療（大学病院）での音楽療法の活用．

最新精神医学，12（3），217-225． 
小塚千絵・横塚太郎・原紳也・河野好彦・宮尾大樹・八

田容理子・清水聖子・藤巻英彦・木戸真二・奥村直哉・

岡田純一：心因性嚥下障害と診断され心理療法を行っ

た 2 例．小児科，48（9），1333-1337． 
近藤陽子・森範行：バウムテストでたどる発達障害児の

不安症状の消失と心理的成長過程．北海道教育大学教

育実践総合センター紀要，8，95-100． 
近藤隆夫：少年事件調査面接におけるバウムテストの活

用についての概観と展望．家政調査官研究展望，35，
78-85． 

工藤夕貴・篠田美紀・中西亜紀・野村豊子・森重功・新

谷昭夫・曽根良昭・芦田望・桑田直弥・福本幸恵・宮

本雅代・原田智子・谷直樹・三木隆己・西川禎一：「懐

かしの間」を活用したグループ回想法の試み―アルツ

ハイマー型認知症高齢者を対象とした事例より．老年

社会科学，29（3），403-411． 
棟居俊夫・小野靖樹・武藤宏平・下田和紀・中谷英夫・

越野好文：自閉症スペクトラム障害の簡易精神機能テ

スト（臺）の結果．精神医学，49（6），599-606． 
長野正稔：被虐待児童のバウムテストに関する考察．北

海道中央児童相談所研究紀要，28，27-37． 
長尾博：自我強度尺度作成の試み．心理臨床学研究，25
（1），96-101． 

永田貴子・平林直次・津久江亮大郎・岡田幸之：加害行

為後，PTSD（外傷後ストレス障害）類似の症状が出

現した統合失調症の一例．司法精神医学，2（1），2-7． 
中須賀洋子・新平鎮博・川村智行・稲田浩：１型糖尿病

児の心理的特性―バウム・テストとセルフ・エフィカ

シーとの関連から．小児保健研究，66（5），632-637． 
成田慶一：試論：バウムというコミュニケーション．大

阪大学大学院人間科学研究科心理教育相談室紀要，13，
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156-162． 
小川秀夫：確率的弛緩法を用いた樹木画の領域分割．情

報処理学会論文誌，48（11），3541-3547． 
老松克博：描画にはイマジネーション！．臨床心理学，

7（2），216-217． 
大辻隆夫・塩川真理・澤田智子：樹木画テストおよび PF
スタディによる障害児/者のきょうだいのパーソナリ

ティの特徴に関する一考察．臨床描画研究，22，
211-226． 

大山卓・廣澤愛子：高機能広汎性発達障害の子どもの心

理臨床査定についての一考察．愛知教育大学教育実践

総合センター紀要，10，15-24． 
小澤美和・泉真由子・森本克・真部淳・細谷亮太：小児

がん患者のきょうだいにおける心理的問題の検討．日

本小児科学会雑誌，111（7），847-854． 
佐々木貴弘：樹木画テスト 3 枚法におけるウロに関する

研究．創価大学大学院紀要，29，207-238． 
佐藤美奈子：心因性難聴の診断とその対応．日本医事新

報，4358，61-65． 
佐藤美奈子・片岡ちなつ・田副真美・斎藤秀行・神崎晶・

小川郁：小児心因性難聴．小児科，48（3），343-349． 
鈴木直光：広汎性発達障害児における自由画．茨城県農

村医学会雑誌，20，94-100． 
高江洲義英：外来でできる芸術療法から環境療法へ．外

来精神医療，7（1），42-44． 
竹内俊明・福島一成・佐貫一成・柴山修：絶食療法．日

本心療内科学会誌，11（1），42-46． 
田邊敏明：教師による児童の行動評定とバウムテストの

特徴との関連―学校適応のあるべき姿を求めて．山口

大学研究論叢（芸術・体育・教育・心理），57，169-184． 
東方愛・上松幸一・窪田康如・上田吉宏・村澤孝子：誌

上カンファレンス③樹木画データの読み込みから．そ

だちと臨床，3，57-66． 
土田くみ：CRPS 及び慢性疼痛患者の心理状態と心のケ

ア．慢性疼痛，26（1），133-135． 
鶴田英也：バウムのコスモロジー②―根の国再考．梅花

女子大学現代人間学部紀要，4，67-73． 
上田昇太郎・岸野加苗・九十九綾子・法山良信・岸本年

史：他の精神疾患との鑑別が困難であったアスペルガ

ー 症 候 群 の 一 例 ． Journal of Nara Medical 
Association，58（2-3），93-102． 

宇治田有香・村瀬治比古：FLASHを用いた樹木画/POMS
の開発．文理シナジー，11（2），83-88． 

山崎信弘：樹木画テストにおける心理学的サインの妥当

性に関する研究．創価大学大学院紀要，29，227-291． 

依田茂久：樹木画テストにおける近年の児童の発達状況

の変化について―発達指標の経年的比較・検討．臨床

描画研究，22，187-210． 
吉田芙悠紀・松下姫歌：青年期の友人関係とバウムテス

トに見られる特徴との関係．広島大学大学院心理臨床

教育研究センター紀要，6，113-128． 
◆2008 
赤崎安昭・森岡洋史・畑幸宏・筒井順子・三好順子・佐

野輝：拡大自殺により実子を殺害したうつ病者に関す

る考察．臨床精神医学，37（9），1201-1212． 
藤中隆久：バウムテストを使用した二つの事例研究．心

理臨床学研究，26（2），184-192． 
藤原徹・蔵琢也：樹木画試験の画像処理における背景領

域の除去方法．映像情報メディア学会技術報告，32
（40），21-24． 

古市久子・澤田節子：樹木画のイメージから学生のここ

ろを探る．東邦学誌，37（2），69-87． 
古池若葉：幼児期の樹木画における感情表現の発達―5
歳から 6 歳にかけての縦断データの検討．跡見学園女

子大学文学部紀要，41，105-128． 
濱野清志：東南アジアの樹木画にみる人間観．心理学ワ

ールド，40，13-16． 
橋本学・伊藤英明・岡崎哲也・蜂須賀研二：人格変化が

特徴的であった外傷性脳損傷の１例．総合リバビリテ

ーション，36（4），395-399． 
岩田泉：バウムテストによる子どもの印象評定．城西国

際大学紀要，16（3），29-34． 
金山由美・濱野清志・馬場天信：先端的脳科学研究にお

ける被験者体験の心理的影響についてⅡ―バウムテス

トとインタビューを通して．京都文教大学臨床心理学

部研究報告，1，53-68． 
川崎友絵・牛尾禮子・郷間英世・石田喬士：発達障害の

ある子どもの自然体験に関する事例報告―参与観察と

バウムテストからの検討．こども環境学研究，4（2），
60-66． 

岸川加奈子：バウムテストにみる現在と過去の 5 歳児比

較．ヒューマンサイエンス，11，381-402． 
岸本寛史：絵画療法の新しい可能性―「表現」への着目．

精神療法，34（5），506-511． 
国本美紀・柏由紀子・加嶋晶子・山田美和・後藤小百合・

谷直介・早川滋人・山本春香・土田英人・福居顯二：

3 回目の入院時に断薬への動機づけがうまれた男性ブ

ロン液依存症の 1 例―バウムテストの変化を中心に．

精神科，13（5），451-456． 
松岡舞：樹木画テストにおける「擬人的な木」に関する
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研究．創価大学大学院紀要，30，359-384． 
松浦さほ・鈴木壯：スポーツ競技者のバウムに関する基

礎的研究―幹先端処理について．岐阜大学教育学部研

究報告（人文科学），56（2），159-166． 
中島ナオミ：バウムテストにおける樹型の分類．関西福

祉科学大学紀要，11，123-137． 
中島ナオミ：コッホのドイツ語原著における 58 指標の

判定基準．関西福祉科学大学紀要，12，71-90． 
大山卓・廣澤愛子：特別支援教育におけるコンサルテー

ションについての一考察―アスペルガー障害の子ども

への環境調整による不適応改善と描画の変化について．

愛知教育大学教育実践総合センター紀要，11，319-325． 
佐藤美奈子・田副真美・片岡ちなつ・中井貴美子・大石

直樹・神崎晶・斎藤秀行・井上泰宏・小川郁：難治性

急性低音障害型感音難聴における心理療法の試み．

Audiology Japan，51（2），117-122． 
鈴江毅・庄司佳美：学校保健と描画―保健室で活用され

る描画法．臨床描画研究，23，49-63． 
鈴木亮子・小長谷陽子：グループホーム入所の認知症（ア

ルツハイマー病）高齢者に対する個人回想法の試み．

日本認知症ケア学会誌，7（1），70-84． 
多田和外：バウムテストの実際．堺・南大阪地域活性化

のための拠点としての心理臨床センター報告書，

31-36． 
田中彰吾：空間象徴の理論的基礎づけ―身体性の観点か

ら．東海大学総合教育センター紀要，28，1-14． 
田山淳：中学生における登校行動とバウムテストの関連

について．心身医学，48（12），1033-1041． 
東方愛・大西貴子・三木馨・木邨真美・上松幸一・高石

浩一：誌上カンファレンス④樹木画データの読み込み

から．そだちと臨床，4，40-49． 
山口勝己：樹木画・箱庭表現による子ども理解．創価大

学教育学部論集，59，35-48． 
横田正夫：バウムテスト．小川俊樹（編）：現代のエス

プリ別冊―投影法の現在．至文堂．pp．143-151． 
◆2009 
衞藤暢明・藤内栄太・尾籠晃司・西村良二：Fluvoxamine
投与により精神療法的アプローチが容易になった思春

期身体醜形障害の 1 症例．精神科，14（1），78-83． 
藤原徹・蔵琢也・宮田周平・阿部麟太郎・神農雅彦：樹

木画試験の特徴量と抑うつ性尺度の関係．電子情報通

信学会技術研究報告，108（479），139-142． 
市来百合子：樹木画の読みについての教育に関する一考

察―学習者が創作することの意義について．臨床描画

研究，24，115-129． 

影山英美：非行少年や受刑者に対する心理検査の活用．

竹内健児（編）：事例でわかる心理検査の伝え方・活か

し方．金剛出版．pp．170-190． 
川畑直人：コメント―査定業務に内在する治療的契約．

竹内健児（編）：事例でわかる心理検査の伝え方・活か

し方．金剛出版．pp．191-200． 
岸本寛史：コメント―文脈とプロセスへの配慮．竹内健

児（編）：事例でわかる心理検査の伝え方・活かし方．

金剛出版．pp．86-95． 
児玉恵美：バウムの幹先端処理に示される境界的側面の

研究―日本版境界尺度との関連から．九州ルーテル学

院大学心理臨床センター紀要，8，27-32． 
小山充道：多彩な身体症状と就労困難を訴えた男性に対

する自分描画法の適用．名寄市立病院医誌，17，42-48． 
工藤昌考：解説にかえて―臨床場面における「樹木」に

関するイマジネーション（その錬金術的側面がもたら

す意義と「想像の木」法施行の覚え書き）．Jung．C．

G．（著）老松克博（監訳）工藤昌考（訳）：哲学の木．

創元社．pp．215-277． 
蔵琢也・藤原徹・宮田周平・阿部麟太郎・神農雅彦：各

次モーメントとフーリエ変換を用いた樹木画試験の画

像解析．電子情報通信学会技術研究報告，109（127），
19-24． 

草野亮・安藤次郎・竹鼻敏孝：認知症に対する内観的回

想法の研究（その 1）．医報とやま，1476，11-16． 
道廣倫子・玉木健弘：幼児期の仲間関係と色彩バウムテ

ストの関係性．福山大学こころの健康相談室紀要，3，
79-86． 

三鴨朋子・足立智昭・岩崎貴雄：臨床・カウンセリング

体験領域における C 系・G 系の授業実践（3）―バウ

ムテストからみた学生の変化．島根大学教育臨床総合

研究，8，75-83． 
杉浦加奈：大学病院精神科における事例―他科を受診し

ている患者への臨床心理検査．竹内健児（編）：事例で

わかる心理検査の伝え方・活かし方．金剛出版．pp．
72-86． 

村山憲男・井関栄三・藤城弘樹・長嶋紀一・新井平伊・

佐藤潔：抑うつ傾向を有する高齢者の脳機能および心

理的特徴―バウムテストを含めた検討．精神医学，51
（12），1187-1195． 

長野正稔：続・被虐待児童のバウムテストに関する考察．

北海道中央児童相談所研究紀要，29，41-53． 
成田慶一：脳梗塞を発症した中年男性の急性期病棟にお

ける心理援助―医療と心理臨床をむすぶ複合的視点．

心理臨床学研究，27（3），312-322． 
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布井清秀：食事療法を成功に導くアート．糖尿病診療マ

スター，7（2），117-120． 
老松克博：木，錬金術，アクティヴ・イマジネーション

―監訳者による序．Jung．C．G．（著）老松克博（監

訳）工藤昌考（訳）：哲学の木．創元社．pp．3-15． 
佐渡忠洋・坂本佳織・伊藤宗親：バウムテストの幹先端

処理に関する基礎的研究―大学生のバウム画より．心

理臨床学研究，27（1），95-100． 
佐渡忠洋・田中生雅・清水克時・山本眞由美：集団スク

リ―ニングへのバウムテストの導入可能性―個別法と

集団法の描線比較から．CAMPUS HEALTH，46（1），
392-394． 

爲近岳夫：脳卒中後うつ状態に対する作業療法―なじみ

の作業を用いて．作業療法，28（3），309-316． 
臺弘・三宅由子・斉藤治・丹羽真一：精神機能のための

簡易客観指標．精神医学，51（12），1173-1184． 
 
≪書籍≫ 

愛原由子（1987）子どもの潜在能力を知るバウム・テス

トの秘密 14 年―20 万例による不思議な実証．青春出

版社． 
Avé-Lallemant，U．（1996）Baum-Tests．Munchen und 

Basel：Ernst Reinhardt Verlag．渡辺直樹・坂本堯・

野口克巳（訳）（2002）バウムテスト―自己を語る木：

その解釈と診断．金剛出版． 
Bolander，K（1977）Assessing personality through tree 

drawing．New York：Basic Books Inc．高橋依子（訳）

（1999）樹木画によるパーソナリティの理解．ナカニ

シヤ出版． 
Castilla，D．de（1994）Le test de l’arbre：Relation 

humaines et probléms actuels．Paris：Masson．阿

部惠一郎（訳）（2002）バウムテスト活用マニュアル

―精神症状と問題行動の評価．金剛出版． 
Fernandez，L．（2005）Le test de l’arbre：Un dessin 

pour comprendre et interpréter ． Collection 
Psycho-Pocket．Paris：Editions in press．阿部惠一

郎（訳）（2006）樹木画テストの読みかた―性格理解

と解釈．金剛出版． 
林勝造・一谷彊（編著）（1973）バウム･テストの臨床的

研究．日本文化科学社． 
一谷彊・林勝造・国吉政一（編著）（1985）バウムテス

トの基礎的研究．風間書房． 
岩井寛（編著）（1981）描画による心の診断―子どもの

正常と異常をみるために．日本文化科学社． 
Jung．C．G．（1954）Der philosophische Baum：in von 

den Wurzeln des Bewusstseins ： Studien der 
Archetupus（Psychologische Abhandlungen Ⅸ）．

Zurich：Rascher．老松克博（監訳）工藤昌考（訳）

（2009）哲学の木．創元社．  
カトリック マリア会 日本管区教育部（1966）シャー

ル・コシュの「木のテスト」の解明．カトリック マリ

ア会 日本管区教育部． 
Koch，C（1952）The tree test：the tree-drawing test as 

an aid in psychodiagnosis．Bern：Verlag Hans Huber．
林勝造・国吉政一・一谷彊（訳）（1970）バウムテス

ト―樹木画による人格診断法．日本文化科学社． 
Koch，R・林勝造・国吉政一・一谷彊（編）（1980）バ

ウム・テスト事例解釈法．日本文化科学社． 
小坂茂（2007）バウムテスト―樹木画による性格診断の

研究．ユニオンプレス． 
水口公信（2002）最後の樹木画―ホスピスケアにおける

絵画療法．三輪書店． 
中園正身（2005）樹木心理学の提唱と樹木画法への適用．

北樹出版． 
高橋雅春・高橋依子（1986）樹木画テスト．文教書院． 
津田浩一（1992）日本のバウムテスト―幼児・児童期を

中心に．日本文化科学社． 
山中康裕（著）岸本寛文（編）（2003）山中康裕著作集 5
―たましいの形（芸術・表現療法 1）．岩崎学術出版社． 

山中康裕・皆藤章・角野善広（編）（2005）バウムの心

理臨床―京大心理臨床シリーズ１．創元社． 
 
≪科学研究費補助金≫ 

濱野清志研究代表：樹木画テストの発達指標の普遍因子

と文化による固有因子の抽出への試み．平成 15～18
年度（基盤研究（A）：15203028）． 

一谷彊研究代表：投影法による生涯学習の効果に関する

基礎的研究．平成元年度（基盤研究（B）：06451023）． 
稲富宏之研究代表：社会適応予測のための学習効果メカ

ニズム分析と自立生活プログラムの開発に関する研究．

平成 12～13 年度（奨励研究（A）：12710066）． 
猪股剛研究代表：臨床現場の表現療法をめぐる民俗学

的・心理哲学的研究．平成 16～18 年度（若手研究（B）：

16730345）． 
皆藤章研究代表：臨床場面における描画法の理論的・実

証的研究―画像データベース・システムの「視点探索

ツール」開発とその発展的利用を通じて．平成 12～14
年度（基盤研究（B）：12410034）． 

糟谷政代：口唇口蓋裂児童の心理・情緒に関する研究．

平成 10～11 年度（基盤研究（C）：10671871）． 
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岸本寛史研究代表：バウムテストの輸入時の問題点とコ

ッホの思想の再評価．平成 17～18 年度（基盤研究

（C）：107530504）． 
中島ナオミ研究代表：バウムテスト解釈理論の発達的検

討．平成 19～20 年度（基盤研究（C）：19530643）． 
小椋たみ子研究代表：筋ジストロフィー児の認知・言語

と遺伝子異常．平成16～18年度（萌芽研究：16653066）． 
佐渡忠洋研究代表：バウムテストにおける実施法の要因

に関する研究．平成 21～22 年度（若手研究（ｽﾀｰﾄｱｯ

ﾌﾟ）：21830047）． 
田中志帆研究代表：学校画を用いた学級崩壊現象に関す

るアセスメント，支援可能性の検討．平成 15～17 年

度（若手研究（B）：15730317）． 
鶴田英也研究代表：バウムイメージとの新たな心理臨床

的関わりを探索する開発的研究．平成 17～19 年度（若

手研究（B）：17730414）． 
山川裕樹研究代表：バウム技法の体験様式についての探

索的研究―描画家庭の“ゆらぎ”体験を中心に．平成 18
～20 年度（若手研究（B）：18730450）． 

中康裕研究代表：心理臨床の画像データ収集・整理・解

析システムの開発．平成 6～8 年度（基盤研究（B）：

06451023）． 
山中康裕研究代表：バウム・テスト資料のデータベー

ス・ネットワーク構築の試み．平成 9 年度（重点領域

研究：09204211）． 
山中康裕研究代表：バセドウ病患者の人格構造に関する

研究―投影法と心理面接を用いて．平成 11～12 年度

（基盤研究（B）：11410031）． 
横田正夫研究代表：老年期に達した精神分裂病患者の精

神機能の謙譲老人との臨床心理学的比較研究．平成 9
～11 年度（基盤研究（C）：09610142）． 

横田正夫研究代表：精神分裂病患者の予後測定指標の臨

床心理学的検討．平成 14～16 年度（基盤研究（C）：

14510168）． 
 
【付記】 

本研究は科学研究費補助金（研究活動スタート支援：

21830047）の一部の助成を受けて行われた． 


